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世界ジオパーク認定１周年

山陰海岸ジオパークで
見る・食べる・学ぶ・遊ぶ

　山陰海岸ジオパーク世界認定から１周年！
　ジオパークガイドが意外と知られていない見どころやグルメを紹介します。
　あなたも山陰海岸ジオパークを見て、食べて、学んで、遊んでみませんか。

《問合せ》観光課☎21-9016

山陰海岸国立公園屈指の景勝地「日和山海岸」
竹野海岸まで続くリアス式海岸の見事な景観を見せています。

見る
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円山川エリアへG
ゴ ー

O！！
国の天然記念物「玄武洞」（赤石）
　文化４（1807）年ごろ、江戸の儒学者柴

しば

野
の

栗
りつ

山
ざん

が、この洞を、
古代中国の北方を守護する神「玄武」に似ているとして、「玄武
洞」と命名しました。
《玄武洞が有名な三つの理由》
・岩盤に規則正しい節理（柱状節理）が見られ、きれいで珍しい
・明治17（1884）年、東京大学の小

こ

藤
とう

文
ぶん

次
じ

郎
ろう

博士が、玄武洞の
石を「玄武岩」と命名

・大正15（1926）年、京都大学の松山基
もと

範
のり

博士が、玄武洞の玄
武岩で、地球磁場の逆転を発見

「県立コウノトリの郷公園」（祥雲寺）
　昭和46（1971）年、日本の空から姿を消した、国の特別天
然記念物コウノトリ…。
　最後の生息地であった豊岡で、長年の人工飼育が実を結び、
平成元（1989）年に待望のヒナが誕生しました。
　「コウノトリを野生に帰すこと」「コウノトリも

●

住める環境
をつくること」を目標に、豊かな環境を再生・創造する必要
がありました。
　そして、平成17（2005）年には自然放鳥が行われ、人里で
の野生復帰を目指す取組みは着実に進んでいます。
　現在、100羽がこの公園で人工飼育され、48羽が野外で生
息しています。

「ハチゴロウの戸島湿地」（城崎町戸島）
　コウノトリの生息拠点・地域の生物多様性の核、
湿地保護と環境教育の拠点

マンガ本「玄武洞で大発見」
　玄武洞の科学的価値や由来など
を、マンガで分かりやすく説明
（玄武洞無料休憩所にあります）

学ぶ

タッチパネル式案内板（玄武洞無料休憩所）
玄武洞の成り立ちや地磁気の逆転、山陰海岸ジ
オパークの見どころなどを学習できます。

　玄武洞には、ほかにも「青
せい

龍
りゅう

洞」、「白
びゃっ

虎
こ

洞」、「北朱
す

雀
ざく

洞」、「南朱雀洞」の、合
計5つの洞窟があります。
　案内を希望する方には、ガイドが付
き添います。
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竹野海岸エリアへGO！！

見る

　

竹
野
海
岸
は
、
地
質
多
様
性
で

生
ま
れ
た
複
雑
な
地
形
を
し
て
お

り
、
猫
崎
半
島
は
、
季
節
風
を
遮

り
、
北
前
船
の
風
待
港
に
な
り
、

物
流
の
拠
点
、
文
化
交
流
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
野
で
は
、
古
く
か
ら
ジ
オ
の

恩
恵
を
受
け
て
、
文
化
、
産
業
、

経
済
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
は
さ
か
り
岩
」は
、
間
隔
約

2
・
5
メ
ー
ト
ル
の
突
き
出
し
た

2
つ
の
岩
柱
の
間
に
楕
円
形
の
岩

塊
が
挟
ま
っ
て
、
奇
観
を
呈
し
て

い
ま
す
。
兵
庫
県
の
天
然
記
念
物

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
淀
の
洞
門
」に
は
、
大
昔
、
淀

の
大
王
を
首
領
と
す
る
鬼
の
集
団

が
住
ん
で
お
り
、
日
々
悪
さ
を
し

て
良
民
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
聞
き
つ
け
て
立
ち
寄
っ

た
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
こ
の

洞
門
の
向
か
い
に
船
を
止
め
て
、

激
戦
の
上
征
伐
し
ま
し
た
。

　

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
こ
こ

で
船
を
降
り
て
隣
村
の
奥
須
井
区

ま
で
向
か
い
、
村
で
は
牛
頭
大
王

と
し
て
奉
ら
れ
ま
し
た
。
乗
り
捨

て
ら
れ
た
船
は
、
そ
の
ま
ま
岩
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

はさかり岩

淀の洞門は近くからだと穴の向こう
側に水平線が見える
洞内の壁面は焼けただれたような火
砕岩からなっている

淀の洞門
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学ぶ

　
「
は
さ
か
り
岩
」は
、
間
隔
約

2
・
5
メ
ー
ト
ル
の
突
き
出
し
た

2
つ
の
岩
柱
の
間
に
楕
円
形
の
岩

塊
が
挟
ま
っ
て
、
奇
観
を
呈
し
て

い
ま
す
。
兵
庫
県
の
天
然
記
念
物

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　竹野では、昔から遠泳大会を行っていました。この
山陰海岸の素晴らしい海を生かす方法として、北京オ
リンピックで正式種目になって以来、注目が高まって
いるオープンウォータースイミング大会を開催しまし
た。今後は、他の地域と連携し、総合優勝（鉄人）を競
うようなイベントも検討していきます。

　竹野海岸周辺には、日本列島がユーラシア大陸と陸続きであった証拠がいくつも見
つかっています。海岸の砂や泥が固まった地層の中や表面に、ゾウの足跡化石や立木
の化石、シカあるいはイノシシの足跡化石などを見ることができます。
　ここ竹野海岸エリアでは、地層、地質からこうした日本列島の成り立ちを学習する
ことができます。
　また、来年、地元宿泊施設がジオパークガイドの一環として、観光客にカヌーに乗っ
てもらい、ジオエリアを案内する「ジオカヌー」（有料）を実施する予定です。

▽ジオパークガイド申込み:北前館☎47-2020（基本料金5,000円、事前申込み要）※竹
野の歴史（北前船）の説明も行います。

　

北
前
館
で
は
、
団
体
で
予
約
す

る
と
、
竹
野
沖
の
日
本
海
の
海
水

か
ら
作
っ
た
竹
野
の
塩（
誕
生
の

塩
）を
使
用
し
た
ジ
オ（
塩
）焼
き

そ
ば
や
、
竹
野
の
海
の
幸
を
使
用

し
た
ジ
オ
御
膳
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

▲オープンウォーター
スイミング大会会長
（たけの観光協会会
長）岩井美晴さん

竹野エリアガイド
（株式会社北前館支
配人）の宮部岩雄が
紹介します。

山陰海岸ジオパーク世界認定記念大会
竹野浜オープンウォータースイミング大会

ゾウの足跡化石 三つ並んだ波と小石の作用でできた
甌
おう

穴
けつ

（ポットホール）
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神鍋エリアへGO！！ 見る

　

神
鍋
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
の
前
田
敦

司
が
、
神
鍋
の
一
押
し
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
神
鍋
山
の
東
側
山
頂
。

こ
の
景
色
は
最
高
で
す
。

　

こ
れ
が
山
・
火
・
美（
景
観
）の

神
様
を
祭
る「
神
鍋
神
社
」で
す
。

降
雪
・
観
光
客
の
安
全
・
地
域
の

発
展
を
祈
願
し
て
平
成
11
年
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
、
女
性
の
方
は
必
見
で

す
!「
美
」の
神
様
が
祭
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
に
お
参
り
す
る
と
美
し

く
な
れ
る
と
の
噂
が
ち
ら
ほ
ら
…
。

美
し
い
方
も
よ
り
美
し
く
。
ぜ
ひ
、

お
参
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

神
鍋
高
原
特
有
の
寒
暖
差
の
大

き
い
気
候
を
生
か
し
て
、
野
菜
の

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ

ベ
ツ
や
白
菜
な
ど
の
新
鮮
な
高
原

野
菜
が
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
神
鍋
高
原
か
ら
湧
き
出

　

神
鍋
山
か
ら
噴
出
し
た
溶
岩
は
、

稲い
な

葉ん
ば

川
に
沿
っ
て
流
れ
、
川
の
浸

食
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
風
景
を

つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　

神
鍋
溶
岩
流
巡
り
の
一
つ「
釜か

ま
ん

淵ぶ
ち

」は
、
溶
岩
の
内
部
が
削
ら
れ
、

茶
釜
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
く
見
る
と
、
岩
の
真
ん
中
に

ラ
イ
オ
ン
の
顔
が
…
。
探
し
て
く

だ
さ
い
。
パ
ワ
ー
が
も
ら
え
る
か
も
。

神鍋山の山頂。見よこのパワー
溢れる絶景!

美の神様「神鍋神社」

神鍋発祥の碑

　

こ
れ
が「
神
鍋
発
祥
の
碑
」で
す
。

あ
れ
、
何
か
へ
ん
!?
ど
れ
か
字
が

間
違
っ
て
い
る
よ
う
な
…
。
写
真

で
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
ぜ
ひ
、

登
っ
て
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

神鍋溶岩流巡り「釜淵」

道の駅「神鍋高原」の「ふれあいふぁーむ」

す
清
流
を
利
用
し
て
、
ニ
ジ
マ
ス

の
養
殖
や
ワ
サ
ビ
の
栽
培
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

手
間
暇
か
け
た
と
ち
餅
は
、
独

特
な
ほ
ろ
苦
さ
と
香
り
が
魅
力
で

す
。

食べる
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遊ぶ

　

こ
こ
は
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
、
万
場
の「
天て

ん

神
社
」で
、
学
業
の
神
様

が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
間

も
な
く
受
験
シ
ー
ズ
ン
到

来
。
受
験
生
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
一
度
お
参
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

境
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

大
木
が
あ
り
、
中
で
も
県

指
定
天
然
記
念
物
の
ト
チ

ノ
キ
は
圧
巻
で
す
。
ほ
か

に
も
ケ
ヤ
キ
に
カ
リ
ン
、

ム
ク
ロ
ジ
な
ど
な
ど
。
ま

た
、
皮
を
煎
じ
て
飲
む
と

目
が
良
く
な
る
と
い
わ
れ

る
目
薬
の
樹
も
あ
り
ま
す
。

　

万
場
の
山
奥
に
は
昔
、
金
山
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
金
鉱
の
労
働

者
ら
が
建
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

菩
提
寺
の
礎
石
が
あ
り
ま
す
。
川

で
は
砂
金
が
見
つ
か
る
か
も
…
。

　

万
場
の
山
奥
に
は
、
ト
チ
ノ
キ

の
群
生
も
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

歩
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
ト

チ
の
実
を
た
く
さ
ん
拾
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

神
鍋
山
登
山
道
に
沿
っ
て
33
体

の
石
仏
観
音
様
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。
栗
栖
野
の
大
円
寺
に

1
番
と
33
番
が
あ
り
ま
す
。
1
番

か
ら
順
に
お
参
り
す
る
と
、
願
い

事
が
叶
う
か
も
…
。
約
2
時
間
で

散
策
で
き
ま
す
。
景
色
を
見
な
が

ら
観
音
様
を
お
参
り
し
て
、
願
い

事
を
叶
え
ま
し
ょ
う
。

学業の神様「天神社」

三重塔礎石

天神社のトチノキ

パラグライダーで優雅に空中散歩

「アップかんなべ・みやの森コース」
で近畿で一番早い初滑り

道の駅「神鍋高原」ではノルディックポールをレン
タル中（１日500円・午前９時～午後５時）

　ノルディックウォークでは、体の90%の筋肉を
使用し、消費カロリーが40%アップします。なお
かつ膝や腰にやさしいのでお勧めです。

33番　十一面観世音 1番　聖如意輪観世音
スコリア層の露頭も
見られます
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ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
A
P
G
N
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

イ
ブ
ラ
ハ
ム・コ
モ
オ（
マ
レ
ー
シ
ア
）

10
月
29
日
と
30
日
の
2
日
間
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
初
め
て
の
国
際
学
術
会
議
を
城
崎
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
地
球
科
学
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
や
地
学
の
関
係
者
約
1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議

「
城
崎
会
議
」を
開
催

中
國
香
港
世
界
地
質
公
園
上
級

　

ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
官

楊や
ん

家か

明み
ん（

香
港
）

基
調
講
演（
海
外
か
ら
）
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2
0
1
5
年
の
第
4
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
誘
致
を
表
明

▲主催者である井戸敏三兵庫県知事のあいさつで会議がスタート

特集　世界ジオパークのまち　豊岡

※JGC…日本ジオパーク委員会の略称。日本におけるジオパークの公式認定機関

基
調
講
演（
国
内
か
ら
）

研
究
報
告

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

総
合
討
論



中国で豊岡の取組みを発信
コウノトリが豊岡を世界と結ぶ !!

　

10
月
11
〜
13
日
、
江
蘇
省
無
錫

市
で
開
か
れ
た「
ア
ジ
ア
湿
地
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
無
錫
2
0
1
1
」に

中
貝
市
長
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
出
席
し
、「
湿
地
と
観
光
分

科
会
」で
1
0
0
人
を
超
え
る
聴

講
者
を
前
に
豊
岡
の
取
組
み
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
座
長
か
ら「
豊
岡
の

取
組
み
は
世
界
的
に
も
有
名
だ
が

苦
労
し
た
点
は
何
か
」、
聴
講
者

か
ら
は「
豊
岡
の
取
組
み
を
世
界

に
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
べ
き

か
」、「
国
際
的
な
機
関
誌
な
ど
で

豊
岡
の
取
組
み
を
ど
ん
ど
ん
世
界

に
紹
介
し
て
は
ど
う
か
」な
ど
の
質

問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
湿
地
と
農
業
分
科
会
」で
は
、

浙
江
省
庵あ

ん

東と
ん

鎮ち
ん

の
高
乃
権
副
書
記

ら
が
、
豊
岡
市
な
ど
と
進
め
て
い

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

日
中
共
同
の
環
境
教
育
・
農
業
の

取
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
は
、「
円
山
川
下
流
域
及

び
周
辺
水
田
」の
2
0
1
2
年
6

月
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
貝
市
長

は
、
会
場
内
で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

事
務
局
長
の
ア
ナ
ダ
・
テ
ィ
エ
ガ

さ
ん
に
豊
岡
の
取
組
み
を
説
明
し

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◆
テ
ィ
エ
ガ
事
務
局
長
の
コ
メ
ン
ト

・
都
市
開
発
と
湿
地
保
全
の
両
立

の
分
野
で
は
豊
岡
は
世
界
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
・
シ
テ
ィ
だ

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
な
ど
の
環

境
と
経
済
が
両
立
す
る
取
組
み

は
持
続
可
能
な
発
展
に
は
不
可

欠
だ

・
鳥
類
の
保
護
は
人
類
の
保
護
に

も
つ
な
が
る
。そ
し
て
鳥
が
そ
の

指
標
に
も
な
り
う
る

・
豊
岡
の
取
組
み
を
グ
ッ
ド
モ
デ

ル
と
し
て
世
界
に
発
信
し
、
そ

の
経
験
を
共
有
す
べ
き
だ
。
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
や
マ
ス
コ
ミ
と

連
携
す
べ
き
だ

・
来
年
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ

る
第
11
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締

約

コ
ッ
プ
イ
レ
ブ
ン

国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
）の
テ
ー

マ
は
①
湿
地
②
観
光
③
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
で
あ
り
、

豊
岡
の
実
践
は
方
向
性
に
合
っ

て
い
る　

な
ど

　

豊
岡
は
、
今
後
、
取
組
み
を
さ

ら
に
効
果
的
に
世
界
に
向
け
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

分科会で豊岡の取組みを発表する中貝市長

　10月８～13日にかけて、中国の浙
せっ

江
こう

省
しょう

と江
こう

蘇
そ

省
しょう

で中貝市長をはじめ市内の小学校教諭、県職員、
高校生らが豊岡の取組みなどを発表し、高い評価を受けました。

《問合せ》コウノトリ共生課☎21︲9017

ア
ジ
ア
湿
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
Ａ
Ｗ
Ｓ
）

無む

錫し
ゃ
く

２
０
１
１
で
発
表

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
事
務
局
長
と

対
談

会場内の豊岡市と佐渡市の展示ブース

ティエガ事務局長（右）に豊岡の取組みを説明山本教諭（右）による授業
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◆
草
の
根
技
術
協
力
事
業〔
Ｊジ
ャ
イＩ

Ｃカ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）〕

　

市
と
県
は
、N
P
O
法
人
食
と

農
の
研
究
所（
神
戸
市
）を
実
施
機

関
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
3
カ
年

計
画
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
環
境
教
育
と
、
環
境
創

造
型
農
業
を
介
し
て
農
村
環
境
の

改
善
に
つ
な
げ
る
事
業
を
庵
東
鎮

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、専
門
家
チ
ー
ム
に
よ

る
現
地
調
査
と
中
国
側
調
査
団
の
豊

岡
への
受
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
専
門
家
チ
ー
ム
を
中
国
に
派
遣

　

庵
東
鎮
モ
デ
ル
校
で
、
環
境
教

育
の
実
践
や
、
環
境
創
造
型
農
業

の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
8
〜
10
日
、
7
人
の
専
門

家
チ
ー
ム（
う
ち
豊
岡
関
係
者
4

人
）を
現
地
に
派
遣
。
今
年
7
月

に
田
植
え
を
実
施
し
た
水
田
の
栽

培
状
況
を
調
査
し
、
県
豊
岡
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
が
現
地

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

◆
豊
岡
の
環
境
教
育
が
大
好
評

　

10
日
に
は
、
庵
東
鎮
中
心
小
学

校
で
、
市
立
城
崎
小
学
校
の
山
本

考
一
教
諭
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
の
加
藤
義
弘
指
導
主
事
、

県
豊
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
岡
田
弥
一
郎
課
長
補
佐
の
3
人

が
、同
小
学
校
の
4
、5
年
生
80
人

を
前
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
水
田
の

生
き
も
の
調
査
な
ど
を
題
材
に
環

境
教
育
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
本
教
諭
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
の
経
緯
な
ど
を
質
疑
も
交
え

て
授
業
を
進
め
、
加
藤
指
導
主
事

は
現
地
水
田
の
生
き
も
の
調
査
で

見
つ
か
っ
た
生
物
を
紹
介
。
さ
ら

に
、
岡
田
課
長
補
佐
は
生
き
も
の

の
見
極
め
方
な
ど
を
実
演
し
な
が

ら
説
明
す
る
と
、
児
童
た
ち
は
大

変
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
次
々
に

手
を
挙
げ
て
発
言
。
授
業
を
見
学

し
て
い
た
中
国
側
の
教
育
関
係
者

に
も
大
変
好
評
で
し
た
。
山
本
教

諭
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
代
表
さ
れ

る
豊
岡
で
の
自
然
と
の
共
生
は
普

遍
的
な
も
の
。
両
国
の
子
ど
も
た

ち
に
環
境
の
大
切
さ
を
伝
え
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
今
後
の
予
定

　

こ
の
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
倉
石　

寛
さ
ん（
食
と

農
の
研
究
所
理
事
）は「
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
中
で
、

両
国
が
環
境
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
副

読
本
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を

さ
ら
に
協
議
し
、
来
年
8
月
に
は

完
成
さ
せ
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
結
ぶ
環
境
協
力

が
中
国
で
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ

し
、
現
地
の
環
境
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
8
〜
10
日
、「
ア
ジ
ア
湿

地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
1
」プ

レ
イ
ベ
ン
ト「
E
S
D
の
た
め
の

K
O
D
O
M
O
ラ
ム
サ
ー
ル
無

錫
」に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
日

本
代
表
14
人
の
1
人
と
し
て
、
豊

岡
か
ら
西
浦
拓
也
さ
ん（
県
立
豊

岡
高
校
3
年
）が
参
加
し
ま
し
た
。

西
浦
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
宮

城
県
や
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
た

K
O
D
O
M
O
ラ
ム
サ
ー
ル
に
参

加
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
豊
岡
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
、
湿
地
の
重
要

性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
中
国
･
韓
国
･
日
本
の

3
カ
国
か
ら
40
人
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
持

続
可
能
な
地
球
の
た
め
に
、
み
ん

な
で
湿
地
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

（
注
2
）」。
参
加
者
ら
は
、
中
国

の
湿
地
を
学
び
な
が
ら
、
自
国
の

湿
地
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
交
流
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

環
境
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
行
わ
れ
た
中
で
、
西
浦
さ
ん
は

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
を
目

指
す「
円
山
川
下
流
域
及
び
周
辺

水
田
」の
特
徴
や
湿
地
保
全
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
英
語
で
発
表
。

ま
た
、
中
国
の
湿
地
と
持
続
可
能

な
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
他

の
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
小
･
中
学

生
た
ち
を
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
進
め
た
り
、
韓
国
代

表
の
子
ど
も
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
交
流
を
促

す
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
浦
さ
ん
は「
今
回
の
交
流
で

改
め
て
人
と
人
の
関
わ
り
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
高
校
を
卒

業
し
て
か
ら
も
こ
の
活
動
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
結
ぶ
環
境
協
力

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
注
１
）の
た
め
の

Ｋこ

　

ど

　

も

Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
無
錫

水稲の生育状況を調査する岡田課長
補佐（右）

加藤指導主事（右）が実験田の生きものを説明

児童からサイン攻めにあう山本教諭

KODOMOラムサールでの成果をメッセー
ジとしてAWSで発表する西浦さん（右）

※注１　ＥＳＤ…持続可能な開発のための教育　※注２　サスティナブル ･･･ 持続可能な様子
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地域全体で高齢者を見守ります！地域全体で高齢者を見守ります！
～豊岡市高齢者見守りネットワークがスタートしました～

　市では、高齢者の虐待や孤立などを防止し、高齢者が住み慣れた地域で安心して生き生きと
暮らせる地域づくりを推進するため、10月から｢高齢者見守りネットワーク事業｣を展開してい
ます。
　｢高齢者見守りネットワーク｣は、これまで行われてきた地域の皆さんによる見守り活動をさ
らに発展させて、各種団体および生活関連事業者などの協力も得て、地域全体で見守り支え合
う仕組みのことです。｢新聞や郵便がたまっている｣｢電灯がつけっぱなしになっている｣など、
高齢者の｢ちょっと気掛かり｣なことに気付いたときに、地区の役員、民生委員児童委員、地域
包括支援センター、市役所などに情報伝達します。
　高齢者が抱える問題の早期発見･対応のため、皆さんも協力ください。

《問合せ》高年福祉課地域包括支援センター☎24-2409

新たな高齢者見守りのしくみ

（現行）

（今後）イメージ（今後）イメージ

地域 ･協力事業所
・さりげない見守り
・困りごと（ニーズ）の
　発見（気配り、気づき）

※協力事業所の業種には、今後協力依頼予定のものを含みます。

地　域

地　域

地　域

地　域

ひとり暮らし高齢者や
高齢者のみ世帯など

家族
地域住民
知人・友人

区の役員
民生委員児童委員
老人クラブ

協力事業所

協力事業所

ひとり暮らし高齢者や
高齢者のみ世帯など

家族
地域住民
知人・友人

区の役員
民生委員児童委員
老人クラブ

新聞・牛乳配達店
病院・医院、薬局
金融機関
交通機関

郵便局
商　店
コンビニエンスストア
配食サービス店

広報とよおか　2011.11.25 12



【既存の見守り団体】

全域
豊岡市区長連合会
豊岡市民生委員児童委員連合会
豊岡市老人クラブ連合会

【新たに協力依頼した団体】

全域

豊岡市医師会
豊岡市歯科医師会
但馬薬剤師会
豊岡商工会議所
豊岡市商工会
社団法人　豊岡市シルバー人材センター

【新たに協力依頼した事業者】
○郵便局

全域

郵便事業㈱豊岡支店
豊岡郵便局
竹野郵便局
但馬日高郵便局
出石郵便局
郵便事業㈱八鹿支店（日高地域を担当）

○配食事業者

豊岡

アトラス
瓜月弁当㈱
㈱ほーゆー本店
とこせん

竹野 おっとっと
日高 協同組合　お弁当　こうのとりの里

出石

お惣菜のなおちゃん
弁当の菜っぱ屋
㈱健食ライフサービス
床尾

○新聞販売店

豊岡

朝日新聞サービスアンカー　ＡＳＡ豊岡
神戸新聞　豊岡北専売所
神戸新聞　豊岡南専売所
産経新聞　上田販売店　豊岡専売所
毎日新聞　豊岡専売所　藤本新聞舗
読売豊岡販売㈱

※協力事業者などは、今後も随時協力依頼し、増やしていきます。

｢高齢者見守りネットワーク｣の関係協力機関を紹介します！（順不同）

【あなたのまちの地域包括支援センターです。気軽に相談ください！】
地域 センター名 電話番号 地域 センター名 電話番号
豊岡 豊岡地域包括支援センター 24-2409 日高 日高地域包括支援センター 42-0158
城崎

港地区
竹野

城崎・竹野地域包括支援センター 32-4599
出石
但東

出石・但東地域包括支援センター 52-7015
城崎・竹野地域包括支援センター

（竹野分室）
47-1425

出石 ･ 但東地域包括支援センター
（但東分室）

54-0515

豊岡 読売ＹＣ豊岡南

城崎

朝日新聞サービスアンカー城崎
神戸新聞城崎専売所
毎日新聞城崎店
読売新聞城崎ＹＣ

竹野
船戸新聞
読売センター竹野

日高

朝日新聞サービスアンカー ＡＳＡ江原まるにし
神戸新聞江原専売所　㈲左

ぞう

座
ざ

新聞
毎日新聞江原販売所
読売センター江原

出石

朝日新聞出石販売所
神戸新聞出石専売所
毎日新聞出石販売所
読売センター出石

○飲料販売店
全域 神戸ヤクルト販売㈱

豊岡

㈲山陰食品
㈱但馬森永乳販
㈱ミルクマン
明治乳業豊岡南販売所

城崎 橋本牛乳店（森永牛乳　城崎販売店）
日高 明治牛乳日高販売所　柴田牛乳店

出石
秋山牛乳店
森永牛乳　出石支店

○金融機関

全域
㈱但馬銀行
但馬信用金庫
ＪＡたじま

○介護保険全事業者
【公的機関】

全域

豊岡北警察署
豊岡南警察署
公立豊岡病院
公立豊岡病院日高医療センター
公立豊岡病院出石医療センター

私たちが地域の高齢
者を見守ります。
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平
成
24
年
度
の
幼
稚
園
入
園
児

の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

・
平
成
18
年
4
月
2
日
〜
平
成
19

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

豊
岡
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

幼
児

・
平
成
19
年
4
月
2
日
〜
平
成
20

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

豊
岡
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

幼
児（
日
高
・
出
石
・
福
住
・
寺

坂
・
小
坂
・
小
野
幼
稚
園
の
み
）

※
中
竹
野
・
竹
野
幼
稚
園
は
、
市

立
認
定
こ
ど
も
園
、
府
中
幼
稚

園
は
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園
に

な
り
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
の 

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

11
月
下
旬
に
各
家

庭
へ
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
入

園
を
希
望
の
方
は
、
各
幼
稚
園

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
指
定

園
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

相
談
く
だ
さ
い
。

市
立
幼
稚
園

▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
木
）〜

9
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

−

4
4
5
2
ま
た

は
各
市
立
幼
稚
園

※
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
の
入
園
は
直
接
、
園
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
22

−

6
3
6
0

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
の
保
育
園

入
園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

産
前
・
産
後
休
暇
明
け
、
育
児
休

業
復
帰
な
ど
に
よ
り
、
年
度
途
中

に
入
園
を
希
望
す
る
方
も
、
こ
の

期
間
中
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

児
童
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地
域
の
保

育
園
で
も
申
し
込
め
ま
す
が
、
森

本
へ
き
地
保
育
園
は
竹
野
南
小
学

校
区
在
住
の
児
童
の
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
対
象　

保
護
者
の
労
働
や
病
気

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
内
で
保
育

で
き
な
い
就
学
前
の
児
童

▽
申
込
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
市

内
各
保
育
園
で
配
布
す
る
申
込

書
類
に
記
入
の
上
、
い
ず
れ
か

に
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
木
）〜

20
日（
火
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
入
所
決
定　

1
月
下
旬
に
面
接
、

3
月
上
旬
に
入
所
内
定
予
定

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

−

4
4
5
2
ま
た

は
各
保
育
園

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
小

学
校
就
学
前
の
児
童
に
対
す
る
保

育
や
教
育
、
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る

施
設
で
す
。

　

平
成
23
年
4
月
に
は
城
崎
地
域

と
但
東
地
域
で
認
定
こ
ど
も
園
が

開
園
し
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
は

中
竹
野
・
竹
野
小
学
校
区
、
府
中

小
学
校
区
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
こ
ど

も
園
が
開
園
し
ま
す
。
入
園
を
希

望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

①
長
時
間
児（
保
育
園
児
）　

保
育

園
の
対
象
児
童
と
同
じ

②
短
時
間
児（
幼
稚
園
児
）　

幼
稚

園
の
対
象
児
童
と
同
じ

▽
申
込
方
法

①
こ
ど
も
育
成
課
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
、
市
内
各
保
育

園
、
市
内
各
認
定
こ
ど
も
園
で

配
布
す
る
申
込
書
類
に
記
入
の

上
、
希
望
の
園
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

②
11
月
下
旬
に
各
家
庭
へ
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
の

方
は
、
希
望
の
園
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
木
）〜

20
日（
火
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

−

4
4
5
2
ま
た

は
こ
く
ふ
保
育
園
・
竹
野
保
育

園
・
竹
野
幼
稚
園
・
中
竹
野
幼

稚
園
・
各
認
定
こ
ど
も
園

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

地域 保　育　園　名 対象年齢

豊岡
〔公立〕港・城南・西・東保育園
〔私立〕豊陵保育園 ６カ月〜就学前児童

〔私立〕みえ・チャイルドハウス保
育園 ３カ月〜就学前児童

竹野 〔公立〕森本へき地保育園 ３歳〜就学前児童

日高
〔私立〕八代・蓼川・蓼川第二・静

修・三方保育園
６カ月〜就学前児童
※６カ月未満児は事

前相談要〔公設民営〕清滝・西気保育園
出石 〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 ４カ月〜就学前児童

＜保育園一覧＞

認定こども園名
対象年齢

長時間児
（保育園児）

短時間児
（幼稚園児）

私立
城崎こども園 ６カ月〜

就学前児童
※６カ月未満児

は事前相談要
４・５歳児

（就学前２年
以内の児童）

こくふこども園

公立

竹野認定こども園
合橋認定こども園
高橋認定こども園 11カ月〜

就学前児童資母認定こども園

＜認定こども園一覧＞

平
成
24
年
度　
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

平
成
24
年
度　
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集
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配
布
す
る
申
込
書
類
に
記
入
の

上
、
希
望
の
園
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

②
11
月
下
旬
に
各
家
庭
へ
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
の

方
は
、
希
望
の
園
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
木
）〜

20
日（
火
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

−

4
4
5
2
ま
た

は
こ
く
ふ
保
育
園
・
竹
野
保
育

園
・
竹
野
幼
稚
園
・
中
竹
野
幼

稚
園
・
各
認
定
こ
ど
も
園

　

保
護
者
の
就
労

な
ど
に
よ
り
、
放

課
後
留
守
家
庭
と
な
る
児
童
の
健

全
な
育
成
と
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

低
学
年
児
童
を
中
心
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

1
年
間
を
通
し
て
利
用
を
希
望

す
る
方
が
対
象
で
す
。
育
児
休
業

復
帰
な
ど
で
、
年
度
途
中
か
ら
の

利
用
を
希
望
す
る
方
も
、
こ
の
期

間
中
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
申

込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
お
よ

び
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
置
い

て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度 

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
入
所
者
募
集

▲放課後児童クラブの様子

▽
対
象　

放
課
後
留
守
家
庭
児
童

で
小
学
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま

で
の
児
童
。
受
け
入
れ
に
余
裕

が
あ
る
場
合
は
、
4
年
生
以
上

の
児
童
と
幼
稚
園
児（
認
定
こ

ど
も
園
の
短
時
間
児
と
平
成
24

年
度
か
ら
2
年
制
と
な
る
幼
稚

園
の
4
歳
児
は
除
く
）

※
幼
稚
園
児
の
利
用
時
間
は
午
後

4
時
ま
で

▽
申
込
期
間　

11
月

25
日（
金
）〜
12
月

12
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
29

−

0
0
5
3

女
性
の
方
へ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
お
知
ら
せ

〜
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
骨
量
チ
ェ
ッ
ク
を
〜

  

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
量
が
減

っ
て
骨
の
内
部
が
ス
カ
ス
カ
に
な

り
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気

で
す
。
骨
量
は
、

加
齢
と
と
も
に

少
し
ず
つ
減
り
、

特
に
女
性
は
、

閉
経
後
に
急
速

に
減
少
し
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
の

骨
の
状
態
を
知

り
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　
平
成
24
年
1
月
10
日（
火
）

〜
25
日（
水
）午
後
1
時
〜
2
時

30
分　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◆
実
施
場
所　

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

1
階　

健
診
セ
ン
タ
ー（
日
高

町
岩
中
）

◆
対
象　

40
〜

70
歳（
平
成

24
年
3
月
末

現
在
）の
女

性
市
民

◆
検
診
方
法

　

Dデ

キ

サ

E
X
A
法（
X
線
撮
影
用
の

装
置
で
腰
椎
の
骨
密
度
を
計
測

し
ま
す
）

◆
申
込
方
法　

電
話
で
希
望
日
時

を
予
約
く
だ
さ
い
。
1
日
当
た

り
の
受
入
可
能
人
数
は
15
人
で

す
。

◆
申
込
期
間　

11
月
25
日（
金
）〜

12
月
19
日（
月
）

※
既
に
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ

れ
た
方
、
治
療
中
の
方
は
除
き

ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24

−

9
6
0
4

◆
料
金

対象（女性市民）  料　金 

40歳、45歳、50歳、
55歳、60歳、65歳の方

1,000円
※市民税非課税世帯の

方、生活保護受給中
の方は申請により免
除

41〜69歳で希望の方 2,940円
※免除はありません

70歳の方 無　料
※年齢は、平成24年３月末現在

名　称 開設場所 名　称 開設場所
豊岡放課後児童クラブ 豊岡めぐみ幼稚園 竹野放課後児童クラブ 竹野幼稚園
豊岡第２放課後児童クラブ 豊岡ひかり幼稚園 府中放課後児童クラブ 府中小学校
八条放課後児童クラブ 八条幼稚園 日高放課後児童クラブ 日高小学校
八条第２放課後児童クラブ 八条小学校 日高第２放課後児童クラブ 日高幼稚園
三江放課後児童クラブ 三江幼稚園 静修放課後児童クラブ 静修小学校
田鶴野放課後児童クラブ 田鶴野幼稚園 三方放課後児童クラブ 三方小学校
五荘放課後児童クラブ 五荘幼稚園 弘道放課後児童クラブ 出石幼稚園
五荘第２放課後児童クラブ 旧五荘公民館 福住放課後児童クラブ 福住幼稚園
新田放課後児童クラブ 新田幼稚園 寺坂放課後児童クラブ 寺坂幼稚園
中筋放課後児童クラブ 中筋小学校 小坂放課後児童クラブ 小坂幼稚園
奈佐放課後児童クラブ 奈佐小学校 小野放課後児童クラブ 小野幼稚園
港西放課後児童クラブ 港西幼稚園 資母放課後児童クラブ 旧資母幼稚園
神美放課後児童クラブ 神美幼稚園 合橋放課後児童クラブ 合橋小学校
城崎放課後児童クラブ 城崎こども園 高橋放課後児童クラブ 高橋小学校
中竹野放課後児童クラブ 中竹野幼稚園

＜放課後児童クラブ一覧＞

※ただし、利用希望児童数により開設できない場合があります。
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◆
同
居
の
特
別
障
害
者
に
対
す
る

障
害
者
控
除
の
見
直
し

◆
特
定
扶
養
親
族（
16
歳
以
上

19
歳
未
満
）の
控
除
額
の
変
更

◆
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る

扶
養
控
除
の
見
直
し

◆
対
象
と
な
る
寄
附
金

《
問
合
せ
》

寄
附
金
税
額
控
除
額
の
見
直
し

扶
養
控
除
の
見
直
し

■平成24年度以降の障害者控除の額

［控除額］
45万円

38万円

33万円

0 15歳 16歳　18歳 19歳　22歳 23歳　69歳 70歳  ［年齢］

一般（年少）
扶養控除
33万円

廃止

上乗せ部分
12万円

特定扶養
控除（※）
33万円

特定
扶養控除
45万円 一般（成年）

扶養控除
33万円

同居老親
加算7万円

老人
扶養控除
38万円

廃止

※16～18歳までの特定扶養控除は、一般扶養控除に移行

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容

■扶養控除の額
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◆
対
象
と
な
る
寄
附
金

《
問
合
せ
》

　

今
年
も
間
も
な
く
雪
の
降
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
道
路

交
通
の
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や
歩
道
を
あ
ら
か
じ
め

除
雪
路
線
と
定
め
、
積
雪
が
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と
早

朝
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
く
だ

さ
い
。

■
生
活
道
路
や
家
周
辺
の
除
雪

■
道
路
へ
の
排
雪
禁
止

お
知
ら
せ
と
お
願
い

■
路
上
駐
車
の
禁
止

■
目
印
ポ
ー
ル
な
ど
の
設
置

■
排
雪
場
所（
豊
岡
地
域
の
み
）

Q　

除
雪
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

　

費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
の
？

A

Q　

除
雪
作
業
を
行
う
条
件
は
？

A

Q　

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
が

AQ　

道
路
除
雪
に
よ
っ
て
玄
関
前

　

に
雪
の
塊
が
で
き
て
困
る
！

A※
除
雪
作
業
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
建
設
課

☎
23-

1
1
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

《
国
道
・
県
道
に
関
す
る
問
合
せ
》

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

道
路
保
全
課
☎
26-

3
7
5
3

道
路
の
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！

 ▲幹線道路の除雪をする除雪車

 ▲幹線道路の除雪をする除雪車

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

除
雪
作
業
Q
＆
A



広報とよおか　2011.11.25 18

やってみよう！感じてみよう！歩キング！

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連した健康
情報や取組みを１２回シリーズでお届けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》健康増進課☎24-1127

歩
ある

キングで健康づくり！⑧

～歩キング上級編!筋肉を鍛える歩キング～

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん
豊岡市マスコット

オーちゃん
豊岡市マスコット

　脂肪燃焼に効果的な歩キング!ついでに筋肉ま
で鍛えてしまいましょう!
　平坦な道を歩くだけでは足の筋肉を鍛えることができない
といわれています。
　そのかわり、階段や坂道を歩くと、短い時間であって
も足の筋肉を効率よく鍛えられることが分かっています。
　また、歩キングの途中で10歩から20歩程度、大股
歩きをしたり、早歩き（速歩）を意識して行うことも効果
的です。

階段や坂道の歩キングで筋肉を鍛えましょう！

Q：なぜ、筋肉を鍛えることが必要なの?

A：①太りにくくするため、②転倒による骨折のリスクを減らすため
①加齢によって筋肉は年々減っていくことが分かっています。筋肉が減ることで、基礎代謝
（じっとしていても消費するエネルギー）が減り、太りやすい体になってしまいます。それ
に気付かずに、今までどおり食べていると摂取エネルギーが過剰になり、内臓脂肪が体に
蓄積し、メタボリックシンドローム（※注）を招きかねません。

②下肢の筋肉が落ちると、足を引き上げる筋肉が少なくなるため、すり足になり、転倒によ
る骨折、ひいては寝たきりとなってしまう危険性が高まります。

（※注）メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満を共通の要因として、高血糖や脂肪異常、高血圧
を引き起こす状態のことで、それぞれが重複した場合は命にかかわる病気を招くこともあります。

☆歩キングクイズ☆
【問１】足の筋肉は全身の筋肉の３分の１を占めている？
【解答】×
　足の筋肉は全身の３分の２を占めています。
　意識的に足を動かすことで、下半身をはじめ多く
の筋肉や血管・内臓が鍛えられます。
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食で健康づくりを応援②

次世代へ伝えよう！ふるさとの味
“とよおかこころの元気あっぷフェスタ２０１１”の栄養コーナーで紹介した郷土料理と
食育コラムを４回シリーズでお伝えします。          《問合せ》健康増進課☎24-1127

　「けんちん」とは中国の精進料理の中で、豆腐料理を指す言
葉でした。それが日本に伝わり、長い間に日本流に工夫された
郷土料理になりました。豆腐が入っているので、タンパク質も
取ることができます。また野菜もたっぷりなので、栄養満点です。

◎ 野菜たっぷりけんちん煮

作り方
①豆腐は、水切りをして粗く崩す。
②油揚げは短冊に切り、熱湯をかけ
て油抜きする。コンニャクも短冊
切りにし、ゆでておく。

③ゴボウは斜めに切って水にさらす。
サトイモは皮をむき、輪切りにして、
さっとゆでておく。

④ニンジン・大根はいちょう切りにす
る。

⑤鍋に油、ごま油（大さじ1）を入れ
て、豆腐を炒め、他の材料とだし
汁を加え、Aで味をつける。

⑥野菜に味がなじむまで煮る。最後
にごま油をふりかける。

笑顔あふれる健康マイレージ

健康ポイント制度
市民健康相談でミニ講話実施中

材料（４人分）
木綿豆腐　　　　120g
コンニャク　　　1/2枚
ゴボウ　　　　　中１本
ニンジン　　　　小２本
大根　　　　　　１/４本
油揚げ　　　　　１枚
サトイモ　　　　５～６個
だし汁　　　　　大さじ５
　　みりん　　　大さじ１
Ａ　砂糖　　　　大さじ１
　　薄口しょうゆ　大さじ２
ごま油　　　　　大さじ２
油　　　　　　　大さじ１

｛

８月から運用しています
⇒申込みはお済みですか？

参加者申込み受付中！
12月の実施会場：豊岡（12日）、竹野（13日）、出石（８日）
※詳細は、11月10日号の保健行事のページに掲載

12月の講話テーマ

「適塩してますか？」

10：30から

<調理のポイント!>
　材料を油で炒めるときは、短時間
に強火で炒めるようにします。野菜
を油で炒めることで、野菜の臭みや
あくが抜けて野菜が食べやすくなり
ます。旬の野菜で応用でき、だし
汁を増やして汁物にもできます（けん
ちん汁）。

次世代に伝えたい・旬の食材を使った“こころほっこりメニュー”
協力：豊岡市いずみ会

旬の食材・・・たくさん取れて、おいしい!栄養もたっぷりで経済的。旬を味わって、健康な食生活を!
　豊岡市は、山・川・海といった大自然に囲まれています。四季の移り変わりの中で、安全・安心な地元
の「旬」の食材を取り入れましょう。家族や仲間と食卓を囲むことで世代間のつながりや温かさを感じられ、

「心」が満たされる食卓になります。

今が旬の地元の食材：松葉ガニ・カレイ・ハタハタ・ニギス・キツネダラ・グベ（ノメ）・ヒラマサ・ツバ
ス・ハマチ・ブリ・黒豆・ジネンジョ・ユズ・ゴボウ・春菊・大根・カブラ・白菜・
ホウレン草・ネギ・水菜・小松菜・キャベツ・シイタケなど
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国
民
年
金
制
度
で
は
、
65
歳
か

ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
ほ
か
不
慮
の
事
故
の

た
め
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
の
制
度
が
あ
り
、
国
民
の

暮
ら
し

を
守
っ

て
く
れ

ま
す
。

　

こ
の

制
度
は
、

加
入
し
て
す
ぐ
の
事
故
や
病
気
で

も
、
き
ち
ん
と
納
期
限（
翌
月
末
）

を
守
っ
て
納
め
て
い
る
だ
け
で
、
万

が
一
の
と
き
保
障
が
受
け
ら
れ
る

公
営
保
険
で
す
。

■
障
害
基
礎
年
金

　

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
の
初
診
日
が
国
民
年
金
に
加

入
中
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
な
い
方
が
、
国
民
年

金
法
に
よ
る
1
級
ま
た
は
2
級
の

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
中
ま
た
は

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
に
亡
く

な
っ
た
場
合
に
、
亡
く
な
っ
た
方
に

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
12
月
10
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
12
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26

日
の
月
曜
日
は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ

る
妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
と
は
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
る
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま

で
の
子
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
、

国
民
年
金
法
の
障
害
1
級
ま
た

は
2
級
の
状
態
に
あ
る
子
で
す
。

■
年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
に
は
、
障
害
基
礎
年

金
で
は「
初
診
日
」、
遺
族
基
礎
年

金
で
は「
死
亡
日
」の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の「
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
期
間
」の
う
ち
、
3
分
の
2
以

上
の
期
間
が
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
で
あ
る
と
い
う「
保
険
料

の
納
付
要
件（
3
分
の
2
要
件
）」

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※「
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
」

は
、
原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で
す
が
、

海
外
在
住
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。

※
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
や
、
第

三
号
被
保
険
者
の
期
間
は「
保

険
料
を
納
め
た
期
間
」と
み
な

さ
れ
ま
す
。

◆
特
例
措
置

　

平
成
28
年
3
月
ま
で
は
、
初
診

日
・
死
亡
日
に
65
歳
未
満
で
あ
れ

ば
、
初
診
日
・
死
亡
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
一
年
間
の
全

て
の
期
間
が
保
険
料
を
納
め
た
期

間
ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま

た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間

を
満
た
し
た
方
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

と
き
は
前
記
の
保
険
料
納
付
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る

障
害
基
礎
年
金
も
保
険
料
納
付
要

件
を
満
た
す
必
要
が
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
心
配
な
方
や
、
国

民
年
金
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
厚
生
年
金
の
加
入
者
は

　

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年

金
は
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
も

支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
豊
岡

年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年
金
は
老
後
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
!

<遺族基礎年金額>

受給区分
子 が １ 人
の 場 合 の
年金額

子の加算額

２人目 ３人目
以降

子のある
妻が受給 1,015,900円

227,000円 75,600円

子が受給 788,900円

<障害基礎年金額>

障害
等級 年金額

子の加算額

２人目まで
１人につき

３人目
以降

１級 986,100円

227,000円 75,600円

２級 788,900円

※年金額は、平成23年度のものです。
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認
知
症
の
方
に
接
す
る
と
き
は
、

そ
の
方
の
行
動
を
制
限
し
た
り
、

子
ど
も
扱
い
し
た
り
す
る
こ
と
は

避
け
ま
し
ょ
う
。
多
少
誤
っ
た
こ

と
を
言
っ
て
も
、
訂
正
せ
ず
に
聞

く
姿
勢
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
は
進
行
し
て
い
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
食
事
や
排
泄

に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
失

敗
が
そ
の
方
に
と
っ
て
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
と
な
り
、
問
題
行
動
の

引
き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
は
、
不
安
や
孤
独

を
感
じ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
話
し
か
け
は
、
心
の
安

定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
族
だ
け

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

④
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の
総
合
相
談
の
窓
口
で
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
、気
軽
に
相
談
で
き
、業
務
の
一
つ
と
し
て
、

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。認
知
症
に
関
す
る

記
事
を
2
カ
月
に
1
回
、6
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
2
4
0
9

で
大
変
な
と
き
は
、
外
部
の
方
に

お
願
い
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

外
出
や
家
族
以
外
の
方
と
の
交

流
は
、
認
知
症
の
方
に
と
っ
て
よ

い
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
嘆
く

よ
り
、
今
で
き
る
こ
と
に
目
を
向

け
ま
し
ょ
う
。
で
き
る
と
い
う
自

信
が
、
本
人
の
気
分
を
よ
く
し
、

状
態
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

良
い
対
応

　
「
お
願
い
し
ま
す
」「
良
か
っ
た

で
す
ね
」「
あ
り
が
と
う
」

良
く
な
い
対
応

　
「
ま
た
忘
れ
た
の
?
」「
そ
ん
な

こ
と
を
し
な
く
て
い
い
」「
汚
い
」

ま
ち
が
い
の
訂
正
よ
り
、

　

気
持
ち
を
受
け
入
れ
る

対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

日
々
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い

　
　
　
　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

親
し
み
を
込
め
て
話
し
か
け

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

家
に
こ
も
ら
せ
ず
に

人
と
の
交
流
を
保
ち
ま
し
ょ
う

無
理
の
な
い
役
割
分
担
を

　
　
　
　
　
　
　

し
ま
し
ょ
う

る
の
で
、
す
で
に
市
の「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
舞
」や
県
の「
ひ
ょ
う
ご
安

心
ブ
ラ
ン
ド
」認
証
を
取
得
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
約
5
ア
ー
ル
の

農
地
に
植
え
ま
し
た
が
、
来
年
は

も
っ
と
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

—

収
穫
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
は
ど
う
す

る
の
で
す
か
?

　

自
家
消
費
さ
れ
な
い
分
は
組
合

が
買
い
取
り
、
中
筋
生
き
が
い
ク

ラ
ブ
で
加
工
・
販
売
し
て
も
ら
い

ま
す
。

—

加
工
内
容
は
?

　

シ
ロ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ム
、
粉
末
、

—

シ
ョ
ウ
ガ
栽
培
と
組
合
づ
く
り

の
き
っ
か
け
は
?

　

シ
ョ
ウ
ガ
に
は
体
を
温
め
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
体
温
が
上
が
る

と
免
疫
力
が
高
ま
る
と
聞
い
た
の

で
、
作
っ
て
食
べ
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
筋
地
区
の
特
産
品
を

作
り
た
い
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消

し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
一
人
一
坪
ず
つ
栽
培

し
て
み
よ
う
と
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
52
人
が
栽
培
す
る
こ
と
と
な

り
、
組
合
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

—

中
筋
地
区
は
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培

に
適
し
て
い
る
の
で
す
か
?

　

シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
に
は
水
は
け

の
良
い
土
地
が
適
し
て
い
て
、
中

筋
地
区
に
は
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
の

土
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
地
に

は
、
円
山
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た

砂
な
ど
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。

—

シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
方
法
は
?

　

4
月
に
種
シ
ョ
ウ
ガ
を
植
え
、

11
月
に
収
穫
し
ま
す
。
農
薬
や
化

学
肥
料
を
減
ら
し
て
栽
培
し
て
い

▲ショウガ１株（約1.2キログラム）

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
・
団
体
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

－
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8
0

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
⑬

中

筋
し
ょ
う
が
生

産

組

合

企業紹介

鼈べ
っ

甲こ
う

煮に

に
し
ま
す
。

—

お
勧
め
の
食
べ
方
は
?

　
「
シ
ロ
ッ
プ
は
お
湯
で
薄
め
る
」

「
ジ
ャ
ム
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
入
れ

る
」「
粉
末
は
み
そ
汁
に
入
れ
る
」

「
鼈
甲
煮
は
ご
飯
の
お
か
ず
に
す

る
」な
ど
で
す
。

—

ど
こ
で
販
売
し
て
い
ま
す
か
?

　

豊
岡
産
シ
ョ
ウ
ガ
の
加
工
食
品

は
、
12
月
以
後
に
じ
ば
さ
ん
但
馬
、

な
ご
み
茶
屋
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
、

た
じ
ま
ん
ま
、
い
ず
し
観
光
セ
ン

タ
ー
、
道
の
駅
神
鍋
高
原
な
ど
で

販
売
す
る
予
定
で
す
。

—

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
?

　

市
内
に
は
多
く
の
耕
作
放
棄
地

が
あ
り
ま
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
が
市
の

特
産
品
に
な
り
、
シ
ョ
ウ
ガ
栽
培

で
耕
作
放
棄
地
が
減
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

▲ショウガで製造した加工食品



　

10
月
19
日
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
中
学
校
を
応
援
し
よ
う
と
、

豊
岡
市
中
学
校
生
徒
会
連
合
会
代

表
が
、
市
内
11
中
学
校
の
生
徒
が

作
っ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
石
高

教
育
長
に
託
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
8
月
の
中
学
校
生
徒

会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
、「
被
災
地

に
向
け
て
、
何
か
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
」と
話
し
合

い
決
め
た
も
の
で
す
。

　

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
中
学
校
に

も
賛
同
を
得
て
、
各
学
校
で
工
夫

を
凝
ら
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
小

学
生
が
取
り
組
む「
届
け
た
い　

お
米
と
心
を　

東
北
へ
」の
お
米
と

と
も
に
被
災
地
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

豊
岡
市
中
学
校
生
徒
会
連
合
会
か
ら
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た

　

11
月
11
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
森
田
健
治
さ
ん
、
副
議

長
に
椿
野
仁
司
さ
ん
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
に
伊
藤　

仁ひ
と
し

さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

　

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

で
す
。

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
務
委
員
会
】

◎
門か

ど

間ま

雄た
け

司し　

○
井
上
正ま

さ

治は
る

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

◎
古ふ

る

池ち

信
幸　

○
嶋
﨑
宏
之

【
文
教
委
員
会
】

◎
福
田
嗣つ

ぐ

久ひ
さ　

○
奥
村
忠
俊

【
建
設
経
済
委
員
会
】

◎
宮
田　

弘　

○
野
口
逸い

つ

敏と
し

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
安
治
川
敏
明　

○
田
中
君
代

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
青
山
憲け

ん

司じ　

○
升
田
勝か

つ

義よ
し

【
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
芝
地
邦
彦　

○
関か

ん

貫ぬ
き

久く

仁に

郎お

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

◎
綿
貫
祥
一　

○
峰
高
正
行

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
木
谷
敏と

し

勝ま
さ　

○
岡お

か

谷や

邦く
に

人ひ
と

市
議
会
役
員
決
定

議
長
は
森
田
健
治
さ
ん
、副
議
長
は
椿つ

ば
き

野の

仁ひ
と

司し

さ
ん

議長
森田　健治

　

10
月
31
日
、
市
と
城
崎
温
泉
旅

館
協
同
組
合（
田
中
秀
樹
理
事
長
）

と
の
間
で「
災
害
時
に
お
け
る
避

難
場
所
及
び
物
資
の
提
携
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
か
ら
要

請
が
あ
れ
ば
、
城
崎
温
泉
の
旅
館
、

ホ
テ
ル
が
住
民
や
観
光
客
の
避
難

場
所
と
し
て
開
放
さ
れ
る
ほ
か
、

各
施
設
で
炊
き
出
し
に
よ
る
飲
食

物
な
ど
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

同
組
合
加
盟
の
74
施
設
で
約

8
千
人
の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、

非
常
時
の
安
心
が
広
が
り
ま
し
た
。

〜
城
崎
温
泉　

さ
ら
に
安
心
へ
の
一
歩
〜

城
崎
温
泉
旅
館
協
同
組
合
と
災
害
時
支
援
協
定
を
締
結

▲千羽鶴、メッセージソング、
貼り絵や刺しゅう雑巾など
さまざま

▲災害協定締結後、中貝市長と握
手する田中理事長

副議長
椿野　仁司

監査委員
伊藤　　仁

　

10
月
19
日
、
第
20
回
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会（
横
浜
市
）に
兵
庫

県
代
表
と
し
て
初
出
場
し
た
豊
岡

市
女
性
消
防
隊
は
、
44
チ
ー
ム
中

9
番
目
の
成
績
で
、
近
畿
地
方
唯

一
の「
優
良
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
1
月
か
ら
訓
練
を
開

始
し
、
6
月
に
は
、
前
回
同
大
会

に
出
場
し
た
赤
穂
市
女
性
消
防
隊

に
1
日
入
門
。
8
月
に
は
、
京
都

府
代
表
の
京
丹
後
市
女
性
消
防
隊

と
合
同
操
法
訓
練
を
行
う
な
ど
、

全
国
大
会
入
賞
を
目
指
し
励
ん
で

き
ま
し
た
。
訓
練
日
数
は
62
日
に

も
及
び
ま
す
。

　

そ
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
今

回
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

兵
庫
県
の
代
表
が
上
位
入
賞
し
た

の
は
平
成
7
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

▲見事な連携・動きを披露し
「優良賞」を獲得。見よ！女
性パワー

〜
初
出
場
で
快
挙
〜

豊
岡
市
女
性
消
防
隊
が

第
20
回
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会「
優
良
賞
」受
賞
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政
治
家
と
し
て
の
父
と
も
い
う

べ
き
人
を
失
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
声
。
分
厚
い
手
。
カ
レ

イ
の
骨
を
バ
リ
バ
リ
と
噛
み
砕
く

強
靭じ

ん

な
歯
。
牛
乳
瓶
の
底
の
よ
う

な
分
厚
い
レ
ン
ズ
の
メ
ガ
ネ
。

「
中
貝
君
、
そ
ん
な
生
ぬ
る
い
こ

と
で
い
い
の
か
！
」

　

何
度
叱
ら
れ
た
こ
と
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ど
れ
も
が
、
懐
か

し
く
、
い
と
お
し
い
で
す
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
が
あ
り
ま

す
。
総
選
挙
の
最
終
日
、
選
挙
カ

ー
は
広
い
選
挙
区
を
回
り
、
豊
岡

を
抜
け
、
城
崎
・
竹
野
を
抜
け
、

香
住
を
抜
け
て
、
彼
が
生
ま
れ
育

っ
た
町
、
村
岡
に
向
け
て
ひ
た
走

り
に
走
っ
て
い
き
ま
す
。
美
方
郡

に
入
る
こ
ろ
に
は
と
っ
ぷ
り
日
が

暮
れ
て
、
車
は
名
前
を
連
呼
し
な

が
ら
、
街
灯
も
な
い
道
を
く
ね
く

ね
と
山
を
登
り
、
谷
を
下
り
、
ま

た
山
を
登
り
、
谷
を
下
り
な
が
ら

進
ん
で
い
き
ま
す
。
所
々
に
ぽ
つ

ん
と
家
が
あ
り
、
ぽ
つ
ん
と
集
落

が
あ
り
、
車
が
近
づ
い
て
い
く
と

「
私
た
ち
は
こ
こ
に
い
る
よ
」と
い

う
か
の
よ
う
に
懐
中
電
灯
の
光
が

く
る
く
る
と
円
を
描
き
始
め
ま
す
。

真
っ
暗
な
道
沿
い
に
人
々
が
固
ま

り
、
待
っ
て
い
る
の
で
し
た
。

　

こ
れ
こ
そ
が
、
彼
の
政
治
家
と

し
て
の
原
点
な
の
だ
。
私
は
確
信

し
ま
し
た
。

　

過
疎
地
へ
の
思
い
を
語
る
こ
と

は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
過
疎
地
の
人
々
へ
の
、
火
を

噴
く
よ
う
な
思
い
と
強
烈
な
責
任

感
、
深
い
愛
着
を
持
っ
て
、
イ
ノ

シ
シ
の
よ
う
に
突
進
し
た
政
治
家

を
私
は
他
に
知
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
そ
の
視
点
は
、
は
る
か
但
馬
を

超
え
、
日
本
中
の
過
疎
地
へ
と
向

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
私

の
人
々
が
い
る
の
だ
│
│
そ
の
情

熱
の
奥
底
に
、
あ
の
暗
闇
の
中
で

蛍
の
よ
う
に
光
を
放
っ
て
、
彼
を

慕
い
、
頼
り
に
し
た
人
々
の
姿
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
中
貝
君
、
何
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

言
っ
て
る
ん
だ
。
突
進
だ
！
突
進

あ
る
の
み
！
」叱
咤
激
励
す
る
声

が
今
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

突
進
だ
！
突
進
あ
る
の
み
！ 49

　

10
月
19
日
、
蓼
川
保
育
園（
日

高
町
祢
布
）で
、
サ
ッ
カ
ー
元
日

本
代
表
の
名な

良ら

橋は
し　

晃あ
き
ら

さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用

体
力
向
上
事
業
サ
ッ
カ
ー
教
室
」

を
開
催
し
、
同
保
育
園
の
4
・
5

歳
児
59
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
姿

勢
や
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
文
部
科
学
省
・
公
益

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
の「
子

ど
も
の
体
力
向
上
啓
発
事
業
」の

一
環
で
す
。�　

　

園
児
た
ち
は
、
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
鬼
ご
っ
こ
や
パ
ス
練
習
、
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
な
ど
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

園
庭
を
駆
け
回
り
、
体
を
動
か
す

こ
と
の
楽
し
さ
と
友
だ
ち
と
協
力

す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
本
物
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触
れ
合
え

た
こ
と
で
、
将
来
の
夢
を
大
き
く

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

物
資
補
給
機「
こ
う
の
と
り
」2
号

機
の
打
ち
上
げ
か
ら
、
よ
り
親
し

み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
宇
宙
。

市
で
は
、
大
き
な
夢
を
持
っ
た
子

ど
も
を
育
成
す
る
た
め
、
小
・
中

学
生
を
対
象
に
宇
宙
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

11
月
7
日
、
独
立
行
政
法

人�

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）の
研
究
員
・
津
村
耕

司
さ
ん
を
招
き
、
竹
野
南
小
学
校

（
竹
野
町
）と
小
野
小
学
校（
出
石

町
）で
、「
宇
宙
の
大
き
さ
と
現
在

の
姿
を
知
ろ
う
」と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
探
査
機
に
よ
る
貴
重

な
映
像
や
惑
星
の
紹
介
、
月
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
説
明

す
る
説
の
一
つ「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

イ
ン
パ
ク
ト
説
」な
ど
も
学
び
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
好
奇
心
い

っ
ぱ
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
、
本
市
出
身
で

J
A
X
A
職
員
の
谷
垣
文
章
さ
ん

〜
壮
大
な
宇
宙
の
よ
う
に　

子
ど
も
を
大
き
く
育
て
る
た
め
に
〜

豊
岡
市
宇
宙
教
育
講
演
会
開
催

〜
59
人
の
園
児
が
元
気
に
サ
ッ
カ
ー
！
〜

ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業
サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催

を
講
師
に
迎
え
、
田
鶴
野
小
学
校

と
日
高
小
学
校
で
、
宇
宙
教
育
講

演
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ふ
く
ら
ま
せ
た
子
も
あ
り
、
園
児

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

▲名良橋さんと一緒にミニゲーム
を楽しむ園児たち▲宇宙の話は面白いと大好評

過疎地の人々のために
頑張るぞ！
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メ
ダ
カ
の
里
作
り
〜
カ
ダ
ヤ
シ
駆
除
〜

カ
ダ
ヤ
シ
を
根
絶
や
し
へ

日
本
の
生
態
系
を
守
る

城 崎城 崎

平
成
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
や
っ
て
き
た

ー
砂
金
掘
り
体
験
ー

プ
ロ
の
指
導
で
目
指
せ
一
獲
千
金
‼

竹 野竹 野

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
特
別
公
開
事
業

自
由
に
見
る
の
も
い
い
け
ど

解
説
付
き
は
も
っ
と
い
い
♪

豊 岡豊 岡

▲大きいメダカはいるが、小さいメダカがいない。メダ
カの繁殖が進んでいないということか…

　

10
月
23
日
、「
特
別
観
察
ウ
ォ
ー
ク
」が
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園（
祥
雲
寺
）で
開
催
さ
れ
、
44
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
郷
公
園
特
別
公
開
は
例
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
観
察
ウ
ォ
ー
ク
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
今

回
が
2
回
目
。
福
井
県
や
京
都
・
大
阪
府
な
ど
か
ら

来
て
参
加
し
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
ぬ
た
場（
風
呂
）や
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
が
見
つ
か
っ
た
鎌
谷
川
を
観
察
し
な
が
ら
、
非

公
開
ゾ
ー
ン
へ
。
各
コ
ウ
ノ
ト
リ
ケ
ー
ジ
の
説
明
を

聞
い
た
後
、
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ「
エ
ヒ
メ
」の
巣
も

観
察
し
ま
し
た
。
飼
育
管
理
棟
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

餌
や
卵
、
羽
・
骨
・
く
ち
ば
し
の
特
色
を
学
ぶ
な
ど
、

参
加
者
は
1
日
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
博
士
に
な
れ
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地（
城
崎
町

今
津
）で「
メ
ダ
カ
の
里
作
り
〜
カ
ダ
ヤ
シ
駆
除
〜
」

（
近
畿
大
学
校
友
会
但
馬
支
部
主
催
）が
開
催
さ
れ
、

市
民
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽ら

く

々ら
く

む
ら「
八

角
堂
」で
、
外
来
種
で
あ
る
カ
ダ
ヤ
シ
を
駆
除
す
る

理
由
な
ど
を
学
び
、
そ
の
後
、
湿
地
で
駆
除
作
業
を

実
施
。
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
網
を

駆
使
し
て
大
量
の
カ
ダ
ヤ
シ
を
駆
除
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
尾
畑
克
哉
君（
近
中
3
年
）は「
日
本
原

産
の
種
が
滅
ぶ
こ
と
は
悲
し
い
。
作
業
は
難
し
か
っ

た
が
、
エ
ビ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
も
発
見
で
き
、
楽

し
か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
竹
野
町
東
大
谷
の
た
け
の
こ
村
で
、

砂
金
掘
り
体
験
イ
ベ
ン
ト（
砂
金
掘
り
で
街
お
こ
し

出
来
る
か
実
験
す
る
委
員
会
主
催
）が
初
め
て
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

但
馬
に
は
か
つ
て
1
0
0
カ
所
以
上
の
鉱
山
が
あ

り
、
戦
前
は
東
洋
一
の
金
の
産
出
量
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
参
加
者
ら
は
、
砂

金
掘
り
選
手
権
大
会
優
勝
経
験
の
あ
る
野
村
敏
郎
さ

ん（
灘
高
校
教
諭
）に
砂
金
採
取
の
コ
ツ
や
道
具
の
使

い
方
の
指
導
を
受
け
、
砂
金
採
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

発
起
人
の
太
田
伸
吾
さ
ん
は「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
世
界
認
定
1
周
年
を
機
に
、砂
金
掘
り
選
手
権
全
国

大
会
を
誘
致
で
き
れ
ば
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

▲コウノトリの羽を持って飛んでいる気分に。羽はとて
も軽いけど、しっかり風を切る

▲専用の皿を使い、砂と砂金の選別を行う参加者ら。
　砂金が見つかるたびに歓声が上がっていた
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第
10
回
た
ん
と
う
ふ
れ
あ
い
駅
伝

10
色
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

楽
し
み
な
が
ら
の
真
剣
勝
負
！

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲担架でけが人を運び入れる訓練を行う参加者ら

　

10
月
23
日
、
日
高
地
域
の
野
区
で
、
震
度
6
強
の

地
震
発
生
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
8
時
の
地
震
発
生
を
受
け
、
自
主

防
災
会
が
各
班
に
分
か
れ
て
、
被
害
状
況
の
確
認
や

避
難
所
の
開
設
、
雨
の
中
続
々
と
避
難
し
て
く
る
区

民
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
役
割
を
一
つ

一
つ
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

原
田
元も

と

紀き

防
災
会
会
長
は「
野
区
は
、
大
き
な
河

川
や
崖
崩
れ
な
ど
の
危
険
箇
所
も
少
な
く
、
安
全
な

場
所
に
あ
る
。
し
か
し
、
安
全
だ
か
ら
と
過
信
せ

ず
、
災
害
発
生
時
の
逃
げ
方
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
こ
う
し
た
機
会
に
地
域
の
絆
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲小雨が降る中、勢いよくスタートするランナーたち

　

10
月
23
日
、
但
東
町
佐
田
・
久
畑
の
出
石
川
沿
い

特
設
コ
ー
ス
で
、
第
10
回
た
ん
と
う
ふ
れ
い
あ
い
駅

伝（
但
東
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
主
催
）が
開
催
さ

れ
、
１
チ
ー
ム
4
人
の
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
駅
伝
」は
、
タ
イ
ム
を
計
ら
ず
仲
間
と

楽
し
く
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
最
後
ま
で
走
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
仮
装
姿
で
大
会
を
盛

り
上
げ
る
ラ
ン
ナ
ー
も
あ
り
、
家
族
ら
の
声
援
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　

最
年
少
ラ
ン
ナ
ー
の
羽
尻
寛か

ん

太た

君（
7
歳
）は「
小

学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
同
じ
距
離
な
の
で
挑
戦
し

た
。
学
校
の
大
会
で
は
1
位
に
な
り
た
い
」と
元
気

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
四
回
出
石
皿
そ
ば
新
そ
ば
ま
つ
り

採
れ
た
て
の「
新
そ
ば
」を
堪
能
!!

出 石出 石
　

11
月
9
日
と
10
日
の
2
日
間
、
出
石
皿
そ
ば
新
そ

ば
ま
つ
り（
出
石
皿
そ
ば
協
同
組
合
主
催
）が
、
出
石

総
合
支
所
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
採
れ
た
て
の
ソ
バ
の
実
で
ひ
か
れ
た
新

そ
ば
を
、
い
ち
早
く
地
元
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
祭
り
で
、
観
光
客
を
含
む
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
但
馬
産
ソ
バ
が
夏
の
長
雨
の
影
響
な
ど

で
収
穫
で
き
ず
、
北
海
道
産
ソ
バ
で
の
提
供
と
な
り
、

食
券
売
り
場
に
は「
お
詫
び
」の
掲
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
来
場
者
に
は「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
」「
打
ち
た
て
は
お
い
し
い
」と
好
評
で
し
た
。

　

両
日
で
2
千
2
百
食
の
そ
ば
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

▲新そばを安くで楽しめるとあって、会場には溢れんば
かりの人…。そばぜんざいも人気！

野
区
防
災
訓
練

災
害
が
起
き
た
と
き
の
た
め
に
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ビ
で
紹
介
さ
れ
る
と
、
そ
の
週
末

に
は
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
翌
年

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
最

長
5
時
間
待
ち
に
。「
炊
き
た
て
の

ご
飯
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
、
小

さ
な
炊
飯
器
で
何
回
も
炊
い
て
い

ま
す
。
ブ
ー
ム
な
ら
続
か
な
い
が
、

本
当
の
お
い
し
さ
が
リ
ピ
ー
タ
ー

に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う

ね
」と
西
垣
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　

但
熊
の
集
客
で
百
笑
館
の
売

り
上
げ
は
4
倍
に
伸
び
、
直
売
率

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
を
実
現
。百
笑

館
に
は
地
域
の
多
く
の
農
業
者
が

農
産
物
や
加
工
品
を
出
荷
し
、
地

域
農
業
の
拠
点
と
な
り
、生
産
意

欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
夢﹁
ケ
ー
キ
店
﹂オ
ー
プ
ン

　

卵
か
け
ご
飯
で
集
客
で
き
な

く
な
る
前
に
と
、
平
成
22
年
1
月
、

ケ
ー
キ
専
門
店「
但
熊
弐に

番ば
ん

館か
ん

」を

オ
ー
プ
ン
。
お
菓
子
作
り
が
好
き

な
地
元
の
方
に
声
を
掛
け
て
研
究

を
重
ね
、
現
在
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
プ
リ
ン
な

ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
商
売
は
こ
こ
で
し
か
や

り
ま
せ
ん
。
鶏
舎
が
見
え
る
と
こ

ろ
に
店
が
あ
る﹃
見
え
る
安
心
﹄が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で

す
ね
」と
元
気
一
杯
で
し
た
。

　

足
が
地
に
着
い
た
農
業
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

生
産
性
よ
り
味
を
重
視
し
、安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
提
供

す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

西
垣
源げ

ん

正し
ょ
う

さ
ん（
61
歳
）但
東
町
栗
尾

生
産
性
よ
り
味
に
こ
だ
わ
り

地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
指
す
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

餌は抗生物質等不使用の 20 種類以上の飼
料を自家配合

げんちゃんのクリタマを持つ西垣さん。味
に自信あり

自
家
鶏
卵
と
コ
メ
の
ほ
か
、
地
域

農
産
物
や
手
作
り
加
工
品
を
販
売

し
ま
し
た
。
3
年
赤
字
が
続
き
ま

し
た
が「
味
が
良
け
れ
ば
絶
対
売

れ
る
」と
の
信
念
で
続
け
ま
し
た
。

台
風
23
号
を
契
機
に
客
が
定
着

　

4
年
目
で
よ
う
や
く
軌
道
に
乗

り
始
め
た
と
こ
ろ
に
台
風
23
号
が

襲
来
。
店
の
前
の
道
路
が
通
行
止

め
に
な
り
ま
し
た
。「
そ
れ
で
も
三

つ
の
峠
を
越
え
て
買
い
に
来
て
く

れ
る
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
気
持

ち
に
応
え
る
た
め
4
日
後
に
店
を

開
け
ま
し
た
」と
西
垣
さ
ん
。
そ

の
熱
意
が
実
を
結
び
、
売
り
上
げ

が
伸
び
て
客
が
定
着
し
ま
し
た
。

コ
メ
本
来
の
お
い
し
さ
を

　

今
度
は
コ
メ
を
売
る
こ
と
を
考

え
、
コ
メ
本
来
の
味
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
発
想
が
卵
か
け
ご
飯

で
し
た
。「
当
時
、
卵
か
け
ご
飯

の
店
は
例
が
な
く
、
周
囲
に
反
対

さ
れ
ま
し
た
が
、
福
岡
で﹃
期
間

限
定
の
卵
か
け
ご
飯
セ
ル
フ
店
﹄

が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
心
強
く
な

り
ま
し
た
」と
西
垣
さ
ん
。
平
成

18
年
3
月
、
卵
か
け
ご
飯
専
門
店

「
但た

ん

熊く
ま

」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ど
ん
ぶ
り
1
杯
の
ご
飯
に
卵
食
べ

放
題
、
の
り
や
ネ
ギ
の
ト
ッ
ピ
ン

グ
が
自
由
で
漬
物
と
み
そ
汁
付
き

定
食
が
3
5
0
円
。
8
月
に
テ
レ

　

但
東
地
域
で
養
鶏
業
を
営
む
株

式
会
社
西
垣
養
鶏
場
が
、
第
50
回

農
林
水
産
祭（
農
林
水
産
省
な
ど

主
催
）の
畜
産
部
門
で
最
高
賞
の

天
皇
杯
を
受
賞
。
高
品
質
の
卵
生

産
と
地
域
に
根
ざ
し
た
6
次
産
業

の
展
開
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

味
に
こ
だ
わ
り
直
売
に
こ
だ
わ
る

　

代
表
の
西
垣
源
正
さ
ん
は「
旧

但
東
町
が﹃
県
民
税
納
税
額
が
県

内
ワ
ー
ス
ト
5
﹄と
言
わ
れ
、
ど

う
打
開
す
る
か
を
考
え
て
こ
こ
ま

で
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

西
垣
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
に

家
業
を
継
ぎ
、
鶏
舎
を
増
築
し

な
が
ら
、
ニ
ワ
ト
リ
を
当
初
の

3
0
0
羽
か
ら
1
万
羽
に
増
や
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
養
鶏
だ
け
で
は

足
が
地
に
着
い
た
農
業
が
で
き
な

い
」と
考
え
、
地
域
の
方
か
ら
農

地
を
借
り
て
約
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
田
で
コ
メ
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
卵
は
当
初
、
京
都
の
カ
ス
テ

ラ
メ
ー
カ
ー
に
卸
し
て
い
ま
し
た

が
、
直
売
に
こ
だ
わ
り
平
成
8
年
、

国
道
沿
い
に
自
動
販
売
機
を
設
置

し
ま
し
た
。﹃
新
鮮
な
卵
が
い
つ
で

も
買
え
る
﹄と
お
客
さ
ん
に
認
知

さ
れ
て
か
ら
、
よ
く
売
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
西
垣
さ
ん
。

　

平
成
13
年
に
は
鶏
舎
の
見
え
る

国
道
沿
い
に「
百ひ

ゃ
く

笑し
ょ
う

館か
ん

」を
開
業
。

訪れる方々を和ませる鶏
舎と百笑館の間に植えた
季節の花（ケイトウ）

クマのトイレ。遊
び心満載
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素
人
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
村
芝
居
の
面
白
さ

　
　

宵よ
い

田だ

一
座（
日
高
）

港
東
幼
稚
園
（
豊
岡
）

〈
園
児
10
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

�

　

焼
き
上
が
る
ま

で
の
１
時
間
、
焼

き
芋
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
や
松
ぼ
っ

く
り
を
使
っ
て
の

け
ん
玉
作
り
、
外

で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

な
ど
を
し
て
遊
び

ま
す
。

ほ
く
ほ
く
の
焼
き
芋
の

出
来
上
が
り

　

先
生
が
焼
き
上
が
っ
た
芋
を

取
り
、「
こ

れ
誰
の
？
」

と
聞
く
と
園

児
た
ち
は
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル

に
包
ま
れ
た

芋
の
形
を
見

て
、「
そ
れ
僕

の
ー
」「
そ
れ
私
の

ー
」と
自
分
た

ち
の
芋
を
ち
ゃ

ん
と
見
分
け
て

い
ま
し
た
。
す

ご
い
な
あ
。

　

園
児
た
ち
は
、

焼
き
芋
を
お
い

し
そ
う
に
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し

た
。

　

港
東
幼
稚
園
は
、
近
く
に
海
、

山
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
、
焼
き
芋
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

準
備
は
ば
っ
ち
り

　

園
児
た
ち
は
、
園
で
栽
培
し
、

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
１
人
一

つ
ず
つ
持
ち
、
芋
を
焼
く
ま
で
の

準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
芋
を
水
で
洗
い
、
次
に

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

を
二
重
に

し
て
包
み

ま
す
。　

　

事
前
に

焼
き
芋
に
つ

い
て
の
絵
本
を

読
み
、
勉
強
し
て
い

た
の
で
、
手
際
が
良
い
で
す
。

　

さ
あ
、
焼
く
準
備
が
整
い
ま
し

た
。
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
ん
だ
芋

を
持
っ
て
、
小
学
校
プ
ー
ル
横
の

焼
き
場
へ
向
か
い
ま
す
。

お
い
し
く
焼
け
る
か
な

　

小
学
校
の
校
務
員
さ
ん
に
手
伝

っ
て
も
ら
っ

て
、
芋
を
焼

き
ま
す
。

　

枯
れ
木
、

も
み
が
ら

の
入
っ
た

焼
き
器
に

芋
を
並
べ
、
そ

の
上
か
ら
落
ち
葉
を
投
入
し
、
点

火
。

　

早
速
白
い
煙
が

も
く
も
く
と
立

ち
上
り
、
そ
れ
を

見
て
い

た
園
児

た
ち
は

「
工
場
の
煙
突
み

た
い
」「
Ｓ
Ｌ
機
関
車
み
た
い
」な

ど
と
言
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

宵
田
区
公
民
館
の
2
階
か
ら
、

威
勢
の
い
い
芝
居
の
掛
合
い
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

宵
田
一
座
は
、
平
成
元
年
に
設

立
さ
れ
た
村
芝
居
の
団
体
で
す
。

団
員
は
8
人
で
、
文
化
祭
や
施
設

な
ど
で
芝
居
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
宵
田
区
で
は
村
芝

居
が
盛
ん
で
し
た
が
、
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
消
滅
。
そ
の
復
活
に

関
わ
っ
た
団
長
の
高
階
正
夫
さ
ん

は「
日
高
の
夕
べ（
文
化
祭
）に
芝

居
が
な
か
っ
た
。
誰
も
や
ら
な
い

な
ら
、
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
思

い
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
見
て
い
た

村
芝
居
を
復
活
さ
せ
た
」と
話
し

ま
す
。

　

最
初
に
集
ま
っ
た
団
員
は
4
人
。

不
安
の
中
で
初
芝
居「
神
風
特
攻

隊
」を
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
意
外

と
受
け
が
良
く
、
そ
の
後
、「
瞼ま

ぶ
た

の

母
」な
ど
の
時
代
劇
を
中
心
に
出

演
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

芝
居
で
使
う
衣
装
や
道
具
は
団

員
に
よ
る
手
作
り
が
主
で
、
か
つ

ら
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
家
具
は
ベ

ッ
ド
な
ど
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
宵
田
一
座
オ
リ
ジ

ナ
ル
劇
の「
人
情
時
代
劇
・
小こ

烏か
ら
す

文
次
郎
」を
練
習
。
予
期
せ
ぬ
ハ

プ
ニ
ン
グ
に
も
ア
ド
リ
ブ
で
対
応
し
、

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、
芝

居
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

村
芝
居
の
楽
し
さ
に
つ
い
て

高
階
さ
ん
は「
素
人
が
ま
じ
め
に

演
技
す
る
ほ
ど
、
お
客
さ
ん
は
面

白
が
る
。
ま
た
、
自
分
の
知
り
合

い
が
出
演
す
る
の
で
、
芝
居
と
普

段
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
お
か
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

出
演
の
依
頼
・
問
合
せ
は
高
階

さ
ん
ま
で
。
☎
42
－
0
3
3
7

▲｢人情時代劇・小烏文次郎｣の練習に取り組む団員ら
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〜
成
年
後
見
制
度
で
契
約
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
〜
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象
。

【
補
助
】

　

売
買
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を

で
き
る
か
心
配
で
、
内
容
に
よ
っ

て
は
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
方

が
安
心
と
い
っ
た
、
軽
度
の
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
方
や
、
軽
度
の
知

的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
な
ど
、

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
を
対
象
。

※
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
は
、

費
用
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
判

断
能
力
鑑
定
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
5
〜
10
万
円
が
別
途
必
要

で
す
。
住
所
地
を
管
轄
す
る
家

庭
裁
判
所
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
精
神
上
の
障

害
で
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
の

制
度
で
、
高
齢
や
身
体
の
障
害
が

重
い
と
い
う
だ
け
で
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

も
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
区
分
に
よ
っ
て
は

選
挙
権
が
な
く
な
っ
た
り
、
資
格

制
限
が
付
く
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
は
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
財
産
管
理
、
介
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
を
結
ぶ
た
め

の
判
断
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
不
利
益
な
契
約
を
結

ば
さ
れ
る
な
ど
、
悪
質
商
法
な
ど

の
消
費
者
被
害
に
遭
う
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十

分
な
方
を
保
護
し
、
支
援
す
る
制

度
に
、「
任
意
後
見
制
度
」と「
法

定
後
見
制
度
」が
あ
り
、
こ
れ
ら

を「
未
成
年
後
見
制
度
」に
対
し
て

「
成
年
後
見
制
度
」と
呼
び
ま
す
。

　

自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
自
分

で
決
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。
本

人
の
判
断
力
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
う
ち
に
、
将
来
自
分
の
判
断
能

力
が
衰
え
た
と
き
に
備
え
、
自
ら

が
選
ん
だ
代
理
人
に
あ
ら
か
じ
め

自
分
の
生
活
支
援

や
財
産
管
理
、
療

養
看
護
な
ど
に
関

す
る
事
務
を
委
任

し
て
お
き
ま
す
。

援
護
範
囲
は
本
人
の
意
思
に
基
づ

き
十
分
話
し
合
っ
た
上
で
契
約
し

ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
四
親
等
内
の

親
族
そ
の
他
の
者
の
申
し
出
に
よ

り
、
家
庭
裁
判
所
が
、
本
人
の
判

断
能
力
の
状
態
を
症
状
の
重
い
順

に「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」の
三

つ
の
類
型
に
区
分
し
ま
す
。
後
見
、

保
佐
、
補
助
が
始
ま
る
と
そ
れ
ぞ

れ
に「
成
年
後
見
人
」「
保
佐
人
」

「
補
助
人
」が
本
人
を
支
援
し
ま
す
。

判
断
能
力
の
状
況
は
具
体
的
に
次

の
と
お
り
で
す
。

【
後
見
】

　

意
識
不
明
で
寝
た
き
り
の
状
態

の
方
、
認
知
症
が
進
ん
で
い
る
方
、

重
度
の
知
的
障
害
・
精
神
障
害
者

な
ど
の
判
断
能
力
を
欠
く
状
況
に

あ
る
方
を
対
象
。

【
保
佐
】

　

認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
の
た

め
に
、
1
人
で
は
土
地
・
家
な
ど

の
売
買
や
多
額
の
借
入
れ
、
保
証

人
に
な
る
な
ど
の
重
要
な
財
産
行

為
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
判
断

能
力
が
著
し
く
不
十
分
な
方
を
対

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

法
定
後
見
制
度

利
用
に
当
た
っ
て
の
注
意

任
意
後
見
制
度

　
「
犬
の
ふ
ん
は
、

飼
い
主
が
処
理
し
て

く
だ
さ
い
」…
こ
の

よ
う
な
張
り
紙
を
目

に
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

市
に
は「
ふ
ん
尿

で
汚
さ
れ
た
」「
鳴
き

声
が
う
る
さ
い
」と

い
っ
た
犬
や
猫
な
ど

ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
飼
い
主
の
気
配
り
と

責
任
あ
る
飼
育
で
改
善
で
き
ま
す
。

　

無
責
任
な
飼
育
は
近
隣
の
方
々

に
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と

で
す
。

　

責
任
を
持
っ
て
終
生
適
正
に
飼

育
し
、
ペ
ッ
ト
を
地
域
の
嫌
わ
れ

も
の
に
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●
犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
ま
し 

ょ
う
。

●
犬
の
散
歩
の
際
は
引
き
綱
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

●
犬
は
き
ち
ん
と
つ
な
い
で
飼
い
、

無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
猫
は
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

●
み
だ
り
に
野
良
猫
に
餌
を
与
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
無
理
な
多
頭
飼
育
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
犬
に
は
、
狂
犬
病
予
防
法

で
飼
い
主
に
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
の
方
は
、
動
物
病
院

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
を
適
正
に

飼
育
し
、
み
ん
な
で「
美
し
い
豊

岡
」を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
⑧

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
尿
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す

犬
を
飼
育
す
る
ル
ー
ル

猫
を
飼
育
す
る
ル
ー
ル

▲犬のふん看板のいらない豊岡を目指そう！！

飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を
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▽
大
橋
正ま
さ

嗣つ
ぐ（

但
東
町
東
里
）

▽
川
﨑　

稔（
出
石
町
荒
木
）

▽
谷
垣
隆
徳（
竹
野
町
須
谷
）

▽
西
垣
高た
か

美よ
し（

日
高
町
広
井
）

▽
西
原
廣ひ
ろ

見み（
九
日
市
下
町
）

▽
藤
本
浩ひ
ろ

司し（
日
高
町
江
原
）

▽
森
垣
秀ひ
で

志し（
竹
野
町
桑
野
本
）

▽
渡
邊
博ひ
ろ

文ぶ
み（

日
高
町
竹
貫
）

■
自
治
功
労

▽
由ゆ

留る

佐さ

眞
一
朗（
城
崎
町
戸
島
）

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
宇
川
佳
代
子（
竹
野
町
竹
野
）

▽
谷
下
多
惠
子（
寿
町
）

▽
安
田
早
苗（
竹
野
町
竹
野
）

▽
池
内　

修（
中
郷
）

▽
乳う

原ば
ら

厚
彦（
竹
野
町
椒
）

▽
片
桐
博
志（
伊
賀
谷
）

▽
佐
伯
匡ま
さ

男お（
城
南
町
）

▽
高
田
壽と
し

昭あ
き（

日
高
町
稲
葉
）

▽
武
田
勝
美（
正
法
寺
）

▽
田
中
秀
樹（
城
崎
町
湯
島
）

▽
野
村
欣
三（
中
央
町
）

▽
長
谷
川
汎ひ
ろ

司じ（
日
高
町
奈
佐
路
）

▽
原　

啓
一（
日
高
町
万
劫
）

▽
宮
下
政
博（
城
崎
町
結
）

■
旭
日
双
光
章

▽
加
藤　

實み
の
る（

日
高
町
岩
中
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
北
村
宜た
か

司し（
竹
野
町
竹
野
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
丸
岡
正
子（
中
郷
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
阪
下
雪
雄（
下
陰
）

▽
石
髙
雅
信（
教
育
長
・
戸
牧
）

▽
田
中　

定さ
だ
む（

出
石
町
弘
原
、建
築

大
工
）

■
表
彰
旗

▽
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

■
功
労
章

▽
北
村
幸
弘（
城
崎
町
飯
谷
）

▽
松
本
裕
之（
野
上
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
石
田
一
幸（
但
東
町
久
畑
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
！
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
ゆ
り
か
。す
く
す
く
大

き
く
な
っ
て
ね
♡　
　
　
　
　

（
父 

至
也
・
母 

由
紀
、竹
野
町
小
丸
）

木瀬由
ゆ

梨
り

佳
か

ちゃん
（平成21年10月14日生）

　

１
歳
お
め
で
と
う
☆
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
明
る
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

崇
・
母 

景
子
、弥
栄
町
）

森 山 愛
あい

來
ら

ちゃん
（平成22年9月13日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

平
成
23
年
度
文
部
科
学
大
臣

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事
感
謝

▽
木
谷　

淳す
な
お（

瀬
戸
）

▽
瀬
尾
美
智
子（
香
住
）

▽
関
岡
雅
人（
奥
野
）

▽
寺
田
祥よ
し

朗ろ
う（

元
町
）

▽
本
井
重
利（
高
屋
）

▽
八
木
美
由
紀（
宮
井
）

▽
山
村
政
男（
城
南
町
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合
会

会
長
感
謝

▽
稲
葉
世せ

津つ

子こ（
法
花
寺
）

▽
霜
澤
香か
お

里り（
庄
境
）

▽
瀧
本
勝
代（
桜
町
）

■
優
良
民
間
社
会
福
祉
団
体
等

▽
豊
岡
市
城
崎
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会

■
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

▽
森　

弘
之（
但
東
町
薬
王
寺
）

▽
石
山
典
昭（
泉
町
、石
彫
工
）

▽
吉
岡
正
明（
日
高
町
羽
尻
、建
築

大
工
）

■
全
衛
連
会
長
表
彰

▽
池
田
登と

志し（
立
野
町
）

▽
森　

義
寛（
中
郷
）

■
天
皇
杯

▽
西
垣
養
鶏
場（
但
東
町
栗
尾
）

（
11
月
2
〜
6
日
、
総
合
体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
絵
画　

並
河
よ
し
子（
桜
町
）

▽
書
道　

和
田
孝こ
う

苑え
ん（

正
法
寺
）

▽
彫
刻
･
工
芸　

西
山
繭ま
ゆ

子こ
（
日

高
町
篠
垣
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

細
川
太た
い

翠す
い（

船
町
）

▽
写
真　

谷
口
俊し

ゅ
ん
い
ち一（

福
田
）

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

北
村
晋あ
き

子こ
（
豊
岡
高
3
年
）

▽
書
道　

桶
本
麻あ
さ

未み（
豊
岡
総
合
高

3
年
）

■
男
子
回
転
J
1　

優
勝
、
男
子

　

大
回
転
J
1　

準
優
勝

▽
田
中
善
之（
日
高
町
栗
栖
野
出
身
）

■
卓
球
競
技　

少
年
女
子

▽
大
井
美
好（
夙
川
学
院
高
3
年
・

圡
渕
出
身
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

兵
庫
県
知
事
表
彰（
消
防
功
労
）

兵
庫
県
自
治
賞

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

第
44
回
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
大
会

第
60
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会

知
事
表
彰

第
14
回
地
域
保
健
全
国
大
会

第
62
回
豊
岡
市
美
術
展 

第
27
回
全
日
本
グ
ラ
ス
ス
キ
ー

選
手
権
大
会

第
66
回
国
民
体
育
大
会

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
に
出
場

県
技
能
顕
功
賞

第
50
回
農
林
水
産
祭　
　
　

現
代
の
名
工
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▽
日
時　

12
月
16
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

（
九
日
市

上
町
）

▽
内
容

○
基
調
講
演

・
演
題　
「
最
近
の
機
械
材
料
の

た
め
の
金
属
表
面
改
質
技
術
」

・
講
師　

県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

次
長　

富
田
友
樹
さ
ん

○
兵
庫
県
立
大
学
お
よ
び
県
立
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
者
に
よ

る
研
究
紹
介

・
高
硬
質
窒
化
物
薄
膜
に
よ
る
金

型
の
超
寿
命
化

・
超
硬
合
金
の
精
密
切
削
加
工

・
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の
応
用

○
技
術
シ
ー
ズ
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

○
技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

▽
定
員　

60
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

12
月
6
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
工
業

◆
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

▽
日
時　

12
月
17
日（
土
）午
後
1

時
〜
3
時

▽
場
所　

但
東
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

ア
ニ
メ
映
画
上
映
会
、

切
り
絵
Aア

ー
ト

r
t
、
リ
サ
イ
ク
ル

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア（
午
前
10
時
〜
）

▽
問
合
せ　

図
書
館
但
東
分
館

　

☎
21
－
9
0
3
6

◆
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

▽
日
時　

12
月
22
日（
木
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

日
高
総
合
支
所　

3
階

▽
対
象　

主
に
小

学
生（
幼
稚
園

児
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
制

作
、
歌
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

▽
参
加
費　

1
0
0
円（
材
料
代
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

12
月
17
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
日

高
分
館
☎
21
－
9
0
6
0

　

こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

12
月
10
日（
土
）〔
世
界

人
権
デ
ー
〕
午
後
1
時
〜
3
時

40
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル

▽
内
容

○
人
権
講
演
会

・
演
題　
「
橋
は
か
か
る
〜
差
別

の
な
い
世
の
中
を
目
指
し
て
〜
」

・
講
師　

猿
ま
わ
し
師　

村
崎
太

郎
さ
ん

○
小
・
中
学
生
、
P
T
A
会
員
な

ど
の
人
権
作
品（
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
・
作
文
）入
賞
者
の
表
彰

○
人
権
作
文
の
朗
読

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
23
－
0
3
4
1

　

昨
年
度
、
市
の

補
助
制
度
を
活
用

し
て
、
豊
岡
の
自

然
環
境
・
社
会
環

境
を
テ
ー
マ
に
研

究
に
挑
ん
だ
学
生
が
、
そ
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
今
回
は
、
卒
業

生
の
特
別
講
演
も
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
10
日（
土
）午
後
1

時
〜
3
時
間
程
度

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

大

会
議
室（
立
野
町
）

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

☎
21
－
9
0
1
7

　

12
月
4
日（
日
）〜
10
日（
土
）は

「
人
権
週
間
」で
す
。

催　

し

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

学
術
研
究
発
表
会

市
民
ふ
れ
あ
い
の
集
い
パ
ー
ト
2

大
切
に
し
た
い
み
ん
な
の
人
権

地
域
の
も
の
づ
く
り
企
業
・

技
術
者
に
役
立
つ
技
術
セ
ミ
ナ
ー

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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技
術
セ
ン
タ
ー
も
の
づ
く
り
技

術
支
援
部

　

☎
0
7
8
－
7
3
1
－
4
1
6
3

　

FAX 

0
7
8
－
7
3
5
－
7
8
4
5

　

但
馬
地
域
の
企
業
に
就
職
希
望
の

皆
さ
ん
が
、直
接
但
馬
内
企
業
の
人
事

担
当
者
と
相
談
、面
接
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
9
日（
金
）午
後
2

時
〜
4
時（
求
職
者
受
付
午
後

1
時
〜
）

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階

多
目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

▽
対
象　

・
平
成
21
年
3
月
・
22
年
3
月
・

23
年
3
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業

の
未
就
職
者

・
平
成
24
年
3
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
未
内
定
者

・
平
成
25
年
3
月
に
大
学
な
ど
の

卒
業
予
定
者

▽
内
容　

面
接
相
談
会（
企
業
と

求
職
者
の
個
別
面
談
）

※
再
来
年
3
月
に
卒
業
予
定
の
方

は
説
明
・
相
談
の
み
に
な
り
ま
す
。

※
面
接
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
を

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

ふ
る
さ
と
就
労
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
23
－
3
1
0
1

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
4
日（
日
）午
前
11

時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

全

フ
ロ
ア（
立
野
町
）

▽
内
容　

ゲ
ー
ム
、
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り
、
お
化
け
屋
敷
、

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
・
ケ
ー
キ
・

お
目
覚
め
用
品
・
手
作
り
手
芸

品
な
ど
の
販
売
、
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
な
ど

※
新
入
団
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　
（
社
）ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
兵
庫
県
第
61
団　

宮
田
つ
る

子
さ
ん
☎
23
－
7
9
5
4

ふ
る
さ
と
但
馬
学
生
フ
ェ
ア

▽
日
時　

12
月
5
日（
月
）〜
17
日

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

み
え
保
育
園（
鎌
田
）

▽
内
容　

保
育
の
様
子
や
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
自
由
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
申
込
み
は
不
要

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
み
え

保
育
園
☎
24
－
0
4
6
2

　

親
子
で
楽
し
く
、
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　

12
月
20
日（
火
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時（
受
付
午
後
1

時
15
分
〜
）

▽
場
所　

豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー　

3

階　

調
理
室（
三
坂
町
）

▽
対
象　

3
歳
〜
就
学
前
の
子
ど

も
と
保
護
者

▽
参
加
費　

千
円

▽
定
員　

10
組（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル

▽
申
込
期
間　

12
月

5
日（
月
）〜
12
日（
月
）午
前
9

時
〜
午
後
5
時

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う

み
え
保
育
園
園
内
見
学
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
祭
り

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29
－
3
9
0
0

ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時　

12
月
17
日（
土
）午
後
6

時
30
分
〜
9
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館

4
階　

大
会
議
室

▽
内
容　

一
品
持
ち

寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換〔
各
自
5
0 

0
円
程
度
〕

※
仮
装
可（
表
彰
有
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
国
際
交
流
協

会
☎
・
FAX 

24
－
5
9
3
1

▽
開
催
日　

12
月
11
日（
日
）

▽
場
所
・
内
容　

豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ（
大
手
町
）

・
交
流
サ
ロ
ン
…
ア
ー
ト
展
、
カ

フ
ェ
、
募
金
活
動
な
ど（
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
）

・
市
民
活
動
室
…
お
茶
席
、
音
楽

遊
び
な
ど（
午
前
10
時
〜
正
午
）、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー（
午
後
1
時

〜
4
時
）

・
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
…
和
太
鼓
、

三
味
線
、
歌
声
広
場（
午
後
1

時
〜
4
時
）

▽
入
場
料（
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
み
）　

中
学
生
以
上
5 

0
0
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
、
豊
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
各
地

区
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

N
P
O
法
人
豊
岡
市

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　

☎
24
－
3
6
6
0

震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト 

「
フ
ェ
ス
タ
は
ば
た
け
2セ

カ
ン
ド

n
d
」
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東
日
本
大
震
災
支
援
の
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

募　

集

第
5
回
新
春
フ
ァ
ミ
リ
ー
音
楽
祭

出
演
者
募
集

第
2
次
豊
岡
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

「
但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
」募
集 

▽
募
集
内
容　

あ
な
た
が
今
取
り

組
ん
で
い
る
夢
や
但
馬
で
実
現

し
た
ら
い
い
な
と
思
う
こ
と
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
道
筋
な
ど

※
夢
の
大
小
は
な
く
、
地
区
や
対

象
が
限
定
さ
れ
た
夢
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ

  

家
族
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
出
演
し
て
み

▽
日
時　

12
月
18
日（
日
）午
後
2

時
〜

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
内
容　

・
第
1
部　
「
G
線
上
の
ア
リ
ア
」

「
主
よ
、人
の
望
み
よ
喜
び
よ
」な
ど

・
第
2
部　
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ

レ
イ
ス
」「
白
銀
の
月
」な
ど

・
第
3
部　
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」

「
ハ
レ
ル
ヤ
」「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ

ャ
ロ
ル
」

▽
入
場
料　

全
席
自
由　

高
校
生

以
上
千
円
、
小
・
中
学
生
無
料

※
未
就
学
児
の
入
場
は
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
室
内
合
奏
団
・

女
声
合
唱
団
コ
ス
モ
ス

　

☎
24
－
0
4
9
1

ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　

平
成
24
年
1
月
14
日

（
土
）午
後
2
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
対
象　

2
人
以
上
の
家
族

▽
内
容　

歌
・
器
楽
演
奏
ま
た
は

そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
、
1

家
族
1
曲
の
発
表（
カ
ラ
オ
ケ

可
）

▽
募
集
組
数　

20
組

▽
申
込
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
、 

は
が
き
、ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
住
所
、出
場
者
名
、年
齢
、続

柄
、電
話
番
号
、曲
名
・
歌
手
名
、

器
楽
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
の
有
無

を
記
入
の
上
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

▽
申
込
期
限　

12
月
19
日（
月
）必

着
▽
そ
の
他　

出
場
者
決
定
は
、
12

月
末
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ（
〒
6
6
8
－
0
0
3
1 

大
手
町
4
－
5
）

　

☎
24
－
3
0
0
0

FAX 

24
－
3
0
0
4

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

plaza@
city.toyooka.lg.jp

定
の
意
見
書
を
添
付
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

11
月
28
日（
月
）〜

12
月
7
日（
水
）

▽
そ
の
他

・
募
集
期
間
終
了
後
、
提
出
さ
れ

た
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
意
見

の
概
要
お
よ
び
そ
の
意
見
に
対

す
る
考
え
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す（
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
の
個
人
情
報
は
公
表

し
ま
せ
ん
）。

・
提
出
し
た
方
へ
の
個
別
の
回
答

は
し
ま
せ
ん
。

▽
提
出
先
・
問
合
せ　

秘
書
広
報

課
広
報
・
交
流
係（
〒
6
6
8

－
8
6
6
6　

中
央
町
2
－
4

市
役
所
東
庁
舎
別
館　

2
階
）

　

☎
23
－
1
1
1
1

　

FAX 

23
－
1
1
2
4

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouhou@
city.toyooka.lg.jp

　

市
で
は
、第

2
次
豊
岡
市
男

女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
に
つ
い
て

の
意
見
を
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画

策
定
の
参
考
と
し
ま
す
の
で
、
応

募
く
だ
さ
い
。

▽
計
画
案
の
閲
覧
場
所
・
時
間　

○
秘
書
広
報
課
・
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
…
い
ず
れ
も
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

交
流
サ
ロ

ン　

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー

…
午
前
9
時
〜
午
後
10
時（
火
曜

日
を
除
く
）

※
プ
ラ
ン
案
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

閲
覧
場
所
に
あ
る 

所
定
の
意
見
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の
上
、

持
参
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
を「
男

女
共
同
参
画
意
見
」と
し
、
所
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▽
募
集
職
種
・
人
数　

非
常
勤
保

育
士（
将
来
常
勤
保
育
士
と
な

る
可
能
性
有
）・
2
〜
3
人

▽
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
ま
た

は
幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
者（
取

得
見
込
者
）

▽
試
験
日　

随
時

▽
試
験
内
容　

面
接

▽
提
出
書
類　

履
歴
書
、
保
育
士

資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許

証
明
書（
見
込
み
証
明
書
）

社
会
福
祉
法
人
み
え
保
育
園

　

非
常
勤
保
育
士
募
集

ー
ジ
か
ら
応
募
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
後
、
注
意
事
項
を
確
認

し
、
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

12
月
28
日（
水
）

▽
そ
の
他　

但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
は
、

公
表
さ
れ
、
地
域
で
共
有
さ
れ

ま
す
。

※
夢
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
は
、

自
主
的
な
取
組
み
の
推
進
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
の
参
画
・
協
働

に
よ
る
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ　

但
馬
県
民
局

協
同
室
ビ
ジ
ョ
ン
課

　

☎
26
－
3
6
1
5

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
eb.pref.hyogo.jp

「
放
送
大
学
」　
　
　

平
成
24
年
4
月
入
学
生
募
集

講　

座

相　

談

エ
コ
ハ
ウ
ス
暮
ら
し
の
講
座

「
エ
コ
ハ
ウ
ス
de
エ

デ

コ
女
子
会
」

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

▽
日
時　

12
月
17
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

▽
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

　

消
費
者
問
題
、多
重
債
務
を
は
じ

め
、日
ご
ろ
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
、悩
み
事
な
ど
を
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
5
日（
月
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
1
人
30
分
程
度

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

第

1
小
会
議
室（
立
野
町
）

▽
相
談
内
容　

消
費
者
問
題
、
多

重
債
務
な
ど

▽
相
談
者　

兵
庫
県
弁
護
士
会
所

属
弁
護
士　

守も
り

谷や

自じ

由ゆ
う

さ
ん

▽
定
員　

6
人（
先
着
順
）

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課「
く
ら
し
の
相
談
室
」

　

☎
21
－
9
0
0
1

▽
日
時　

12
月
13
日（
火
）

・（
昼
の
部
）午
後
1
時
30
分
〜
3
時

・（
夜
の
部
）午
後
7
時
〜
8
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
エコハ
ウ
ス（
城
崎

町
今
津・ハ
チ
ゴロ
ウ
の
戸
島
湿
地
内
）

▽
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
18
歳
以
上
の
女
性

▽
内
容　

暮
ら
し
の
エコ
生
活
術
や

太
陽
光
発
電
な
ど
に
つい
て
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
と
地
元
の
飲
み
物
と

ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
会

▽
講
師　
（
財
）ひ
ょ
う
ご
環
境
創

造
協
会　

岡
本
香
代
子
さ
ん

▽
参
加
費　

昼
の
部
5
0
0
円

（
お
茶
、
ス
イ
ー
ツ
代
）、
夜
の

部
千
円（
お
茶
、
軽
食
代
）

▽
定
員　

各
部
10
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

氏
名
、住
所
、年
齢
、

電
話
番
号
を
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

12
月
6
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

エ
コ
バ
レ

ー
推
進
室
☎
21
－
9
0
1
2

　

FAX 

26
－
1
3
3
7

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

ecovalley@
city.toyooka.lg.jp

▽
採
用
予
定　

平
成
24
年
4
月
1

日
▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
木
）〜

採
用
者
が
決
定
す
る
ま
で

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

法
人
み
え
保
育
園（
〒
6
6
8

－
0
8
1
1　

鎌
田
1
1
6
）

　

☎
24
－
0
4
6
2

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学

び
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
平
成
24
年
4
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

平
成
24
年
2
月
29

日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

放
送
大
学

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

 

☎
0
7
9
－
2
8
4
－
5
7
8
8

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp
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お知らせ　11月10日号、12ページの「12月の主な相談」の中の「身体障害者（聴覚障害者）相談」で、「28日（水）」とあるのを「21日（水）」に変更しましたので、お知らせします。

消
費
生
活
休
日
無
料
相
談
会

　

市
で
は
、
今
年
4
月
か
ら
経
済

課
内
に「
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
、

市
内
企
業
の
も
の

づ
く
り
に
関
す
る

技
術
的
な
相
談
な

ど
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
相
談
日　

毎
週
木
・
金
曜
日

※
11
月
1
日
か
ら
右
の
曜
日
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

▽
内
容　

新
製
品
開
発
・
製
品
改

良
な
ど
に
関
す
る
技
術
的
な
相

談
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
沿
う
技
術

技
術
相
談
・
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

▽
日
時　

12
月
10
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

▽
場
所　

但
馬
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
豊
岡
総
合
庁
舎　

1
階
、

幸
町
）

▽
相
談
内
容　

借
金
問
題
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や

商
品
の
購
入
な

ど
の
契
約
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る

相
談

▽
相
談
・
問
合
せ　

但
馬
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
☎
23
－
0
9
9
9

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

そ
の
他

子
ど
も
手
当
は
申
請
が
必
要
で
す

「
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

2
0
1
2
年
度
版
」無
料
配
布

▽
日
時　

12
月
17
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時（
予
約
制
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

中

会
議
室（
立
野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

を
持
つ
研
究
者
・
企
業
な
ど
の

紹
介
、
国
県
補
助
金
の
紹
介
・

申
請
支
援
な
ど

▽
技
術
相
談
員　

兵
庫
県
立
大
学

名
誉
教
授
・
工
学
博
士　

椿
野
晴
繁

▽
相
談
形
態　

経
済
課
窓
口
で
の

相
談
ま
た
は
企
業
訪
問
に
よ
る

相
談

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

都
合
に
よ
り
相
談
日

な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

経
済
課
も

の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
21
－
9
0
2
4

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

m
onozukuri@

city.toyooka.
lg.jp

　

9
月
分
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受

給
し
て
い
た
方
に
は
、申
請
書
な
ど

を
発
送
し
ま
し
た
の
で
、市
役
所
市

民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
窓
口
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
左
記
の
新
た
な
受
給
対

象
者
に
該
当
す
る
方
や
そ
の
他
何

ら
か
の
理
由
で
受
給
し
て
い
な
か

っ
た
方
に
は
、
お
知
ら
せ
の
文
書

が
届
き
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
受
給
対
象
者
に
該
当
す

る
方
は
、
申
請
方
法
や
添
付
書
類

な
ど
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
の
上
、

申
請
く
だ
さ
い
。

▽
新
た
な
受
給
対
象
者

・
里
親

・
児
童
福
祉
施
設
設
置
者

・
未
成
年
後
見
人

・
父
母
が
海
外
在
住
の
た
め
、
そ

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

・
離
婚
協
議
中
の
方

▽
申
請
期
限　

○
9
月
分
ま
で
受
給
し
て
い
た
方

と
10
月
1
日
施
行
日
に
新
た
な

受
給
対
象
者
に
該
当
す
る
方
…

平
成
24
年
3
月
31
日（
土
）〔
10

月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
で

き
ま
す
〕

○
10
月
1
日
以
降
で
新
た
に
受
給

対
象
者
と
な
っ
た
方
…
事
由
が

発
生
し
た
日（
措
置
決
定
日
ま

た
は
父
母
が
海
外
に
転
出
し
た

日
な
ど
）か
ら
15
日
以
内〔
申
請

し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
受
給
で

き
ま
す
〕

▽
問
合
せ　

市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5

　

市
で
は
、
市
内
企
業
の
基
本
的

な
情
報
や

事
業
内
容
、

職
種
、最

近
の
採
用

実
績
な
ど

を
掲
載
し
た「
豊
岡
市
企
業
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
2
0
1
2
年
度
版
」を

作
成
し
ま
し
た
。

　

就
職
を
控
え
た
学
生
や
、
保
護

者
を
主
な
対
象
と
し
て
、
希
望
者

に
無
料
配
布
し
ま
す
。

▽
配
布
場
所　

ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
豊

岡（
経
済
課
内
）、
市
民
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
図
書

館
本
館
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

▽
問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
豊
岡（
経

済
課
内
）☎
21
－
9
0
0
8
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

　

来
年
2
月
12
日（
日
）、
出
石
永

楽
館
で
、
テ
レ
ビ
番
組「
開
運
！

な
ん
で
も
鑑
定
団
」の
出
張
コ
ー

ナ
ー（
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
）

の
公
開
収
録
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
番
組
で
鑑
定
す
る「
鑑

定
品
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
場
合
、
番
組
内
で

専
門
家
が
歴
史
的
・
資
料
的
・
金

銭
的
価
値
を
鑑
定
し
、
値
段
付
け

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併

せ
て
公
開
収

録
の
観
覧
希

望
者
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

申
込
方
法

な
ど
の
詳
細

は
、
10
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙

と
一
緒
に
配
布
の
チ
ラ
シ
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
す
る
鑑
定
品　

美
術
品
か

ら
、
お
菓
子
の
お
ま
け
ま
で
な

ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

▽
鑑
定
品
申
込
期
限　

12
月
9
日（
金
）

▽
観
覧
申
込
期
限　

12
月
20
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

エ
コ
バ
レ

ー
推
進
室
☎
21
－
9
0
1
2

休
日
急
病
診
療
所

休
診
の
お
知
ら
せ

　

休
日
急
病
診
療
所
で
は
、
日
曜

日
、
祝
日
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
都
合
に
よ
り
次
の
日
は
休

診
し
ま
す
。

▽
休
診
日　

12
月
4
日（
日
）

※
最
新
の
診
療
日
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

休
日
急
病
診
療
所

　

☎
23
－
9キ

ュ
ー
ニ
イ
ク

2
1
9

児
童
の
願
い
を
看
板
に
し
ま
し
た

〜
不
法
投
棄
禁
止
看
板
〜

　

市
で
は
、
豊
岡
市
環
境
衛
生
組

織
連
合
会
と
協
力
し
て
、
ご
み
の

不
法
投
棄
禁
止
や
ポ
イ
捨
て
禁
止

の
啓
発
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
運
動
の一つ
と
し
て
、不
法
投

棄
禁
止
の
看
板
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

看
板
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
市
内
の

小
学
5
年
生
の
児
童
が
描
い
た
絵

を
原
画
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
な
く

し
て
、ご
み
の
な
い
美
し
い
町「
と

よ
お
か
」へ
の
児
童
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に

も
不
法
投
棄
の
な
い
町
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

城
崎
総
合
支
所
温
泉
課

事
務
所
を
移
転
し
ま
す

　

さ
と
の
湯
に
あ
る
城
崎
総
合
支

所
温
泉
課
事
務
所
を
移
転
し
ま
す
。

　

な
お
、電
話
番
号
お
よ
び
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
移
転
日　

12
月
23
日（
金
・
祝
）

※
12
月
26
日（
月
）か
ら
新
事
務
所

で
業
務
を
行
い
ま
す
。

▽
移
転
先　

城
崎
総
合
支
所　

1

階（
〒
6
6
9
－
6
1
9
5　

城
崎
町
桃
島
1
0
5
7
－
1
）

▽
問
合
せ　

城
崎
総
合
支
所
温
泉

課
☎
32
－
0
1
1
7

「
豊
岡
市
推
薦
図
書
一
覧
」を

改
訂
し
ま
し
た

　
「
豊
岡
市
推
薦
図
書
一
覧
」（
対

象
…
幼
児
、
小
・
中
学
生
）を
改

訂
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
に
ゆ
か
り
の
あ
る
本
を
選

定
し
、
幼
児
、
小
・
中
学
生
向
け

の
5
種
類
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
子
ど
も
た
ち
に
配
布（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）し
て
い
ま
す
の

で
、
家
庭
で
の
読
書
活
動
に
活
用

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課

　

☎
23
－
1
4
5
2

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
12
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

月 　日 担当医師・
住所

12
月

11日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

25日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時
〜午後５時

▲不法投棄禁止看板

「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
出

イ
ン

石
」

鑑
定
品
・
観
覧
希
望
者
募
集



－点字・カセット版｢広報ひょうご｣を譲ります－
　県政の動きを知らせる「広報ひょうご」の点字版・
カセットテープ版を譲ります（先着・毎月各５部）

　希望の方は、図書館本館まで申し込みください。
対　象：視覚に障害のある方（郵送可）
問合せ：図書館本館☎23-6151

日本文化の本
＜ 一 般 ＞

美しき日本の残像
アレックス・カー　著（新潮社）

　日本の原風景に憧れ、日本に暮ら
し、学んだ日本通のアメリカ人が、
愛情と憂いをもって、現在の日本を
語る日本美見聞録。

＜ じ ど う ＞
おばあちゃんの和の知恵①
つつむ・むすぶ
秋山　滋　文
田尻梨枝子　絵（汐文社）

　風呂敷を使ったさまざまな包み方
やひもの結び方、服のたたみ方など、
伝統の中で育まれてきた暮らしの知恵
を、おばあちゃんが教えてくれます（全
３巻）。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

12月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

12月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

2 金
3 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（切り紙でつくる年賀状）　幼 児

4 日
5 月
6 火 （休館日）

7 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

8 木
9 金

10 土

10：10～ 本館 土曜としょかん
（まつぼっくりのクリスマスツリー）　幼 児

10：30～

城崎 おはなしランド
（ミニクリスマスツリーを作ろう）　児

竹野 テーマであそぼ！ 「むかしむかし○○は…」
（びゅんびゅんごまつくり）　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

11 日
12 月
13 火 （休館日）
14 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

15 木
16 金

17 土
10：00～ 但東 リサイクルブックフェア　般

10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

13：00～ 但東 クリスマスお楽しみ会　乳 幼 般

18 日
13：20～ 本館 第９回古文書講座（初級）　般

13：30～ 城崎 クリスマス映画会　児

15：00～ 本館 第９回古文書講座（中級）　般

19 月
20 火 （休館日）
21 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

22 木
10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳

出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30～ 日高 お楽しみ会わくわくランド
（第２回：日高総合支所３階）　児

23 金 （休館日）

24 土 10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

25 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

26 月
27 火 （休館日）
28 水 （休館日）
29 木 （休館日）
30 金 （休館日）
31 土 （休館日）
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12月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ５日（月）、22日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 26日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 ４日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだい、祖父母の参加可）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

パパと遊ぼうデー｢おさかなつりごっこ遊び｣
日　時 10日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 さかなと釣りざおを作って親子でさかなつりごっこ

パパと遊ぼうデー
日　時 10日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（お父さん、きょうだい大歓迎）
内　容 体を動かして、寒さを吹っ飛ばそう！

クリスマス会
日　時 ６日（火）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 サンタさんとリズム遊び
持ち物 ケーキ皿、フォーク、お茶、お手拭（親子分）
参加費 １組500円（子ども１人増につき200円追加）

絵本の読み聞かせの会
日　時 15日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

おやこっこリズム遊び
日　時 22日（木）午後１時30分～２時30分
対　象 ０歳（３カ月以上）の乳児と保護者　20組
内　容 親子遊び、リズム遊びなど
申込期間 ９日（金）～21日（水）

クリスマス会
日　時 21日（水）午前10時30分～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 うた、シアター、サンタさんからプレゼント、お楽しみ会
参加費 子ども１人300円 申込期限 14日（水）

子育てミニ講話
日　時 22日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 栄養の話～子どものおやつ、どんなふうにあげたらいい？～

わらべうた＆製作
日　時 ７日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、折り紙：アンパンマンシリーズ「てんどんまん」

なかよし広場
日　時 21日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

子育ち＆親育ち講座
日　時 21日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者
内　容「どんなときに叱ればいいの？」
申込期間 ８日（木）～19日（月）

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 22日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

おやこっこ劇場
日　時 17日（土）　第１部　午前10時30分～11時30分

　　　　　第２部　午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者（きょうだいの参加可）　各120人
内　容 パネルシアター＆ブラックパネルシアター、リズム遊び
その他 整理券が必要〔配布は１日（木）～〕

みんなで大掃除
日　時 27日（火）午前10時～11時30分
対　象 幼児と保護者
内　容 みんなで床やガラスをふきます。年越しぜんざいを食べます。

おたのしみ会
日　時 22日（木）午後１時30分～３時30分
対　象 乳幼児と保護者、小学生　30組
内　容 絵本の読み聞かせ、うた、クリスマスリースを作ろう
参加費 リース材料代　100円 申込期限 17日（土）

クリスマス会
日　時 21日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　50組
内　容 ダンスミュージック｢クリスマス｣、サンタさんからプレゼント　など
参加費 子ども１人150円 申込期限 14日（水）

もちつき体験
日　時 14日（水）午前10時～正午
場　所 ｢農村体験館　八平｣（但東町赤花）
対　象 乳幼児と保護者
参加費 １組200円 申込期限 10日（土）

たまごボーロ　スペシャルたいむ
日　時 ９日（金）午後２時～３時
対　象 乳幼児と保護者

内　容 総合高校のお姉さんたちと一緒に遊ぶ｢たま
ごボーロたいむ｣のスペシャルデー！

おはなし広場
日　時 10日（土）、24日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

クリスマスリースを作ろう
日　時 １日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 ダンボールを使ったリース作り
申込期限 11月30日（水）

暮らしの安全安心講座
日　時 ８日（木）午前10時30分～11時
対　象 保護者　15組（子ども同席可）
内　容 生活環境課からのお知らせ
申込期限 ７日（水）

わいわいコーラス
日　時 13日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌（クリスマスソングなど）を歌う

そとあそび広場
日　時 14日（水）午前10時～正午
場　所 竹野子育てセンター園庭
対　象 乳幼児と保護者
内　容 寒さに負けないで遊ぼう！（天候により、テラスや遊戯室）
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
豊岡市民会館（立野町）

☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

※一時保育は、原則、１歳半〜就学前の幼児を対象とします。

　12月17日（土）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　壱

いっ
鼓
こ

参
さん

絃
げん

◇内　容　津軽三味線とドラムのユニット
◇曲　目　黒石よされ節、じょんがら節、OLD&NEW

ほか
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第85回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

　12月18日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　豊岡市演研サークル｢ネコ柳の会｣ほか
◇入場料　無料

■第４回村芝居まつり
　本格的な舞台での村芝居を、ぜひご覧ください。

　３月３日（土）
　　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇演　目　観世流能｢清経｣　大蔵流狂言｢清

し

水
みず

｣
◇出　演　シテ方観世流能楽師
　　　　　田茂井廣道･河村晴久･河村晴道・味方團

林宗一郎･河村和貴･河村和晃
　　　　　大蔵流狂言師 山口耕道
◇入場料　全席指定　5,000円（当日は500円増）
◇一時保育　2月22日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売日　12月3日（土）
※チケットの取り扱いは、豊岡市民プラザのみと　

なります。

■舞
ぷ

羅
ら

座
ざ

能
のう

　観世流能｢清経｣
　豊岡市民プラザ初の能公演！世阿
弥によって作られた平清経が主人公
の物語です。

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールでも購入できます。

■とよおか・シネマオアシス VOL.7　
　｢カーズ　２｣
　“クルマの世界”を舞台に、史上
最大のスケールとなる多彩なキャラ
クターで贈る、アクション・アドベ
ンチャーです。
　12月23日（金・祝）
　　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　一般1,000円
　　　　　（友の会会員は900円）
　　　　　３歳以上･中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　12月16日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■サーカスwith 渡辺真知子・庄野真代
　〜ポップスに恋をして〜
　大ヒットしたオリジナル
曲から、時代を超えて今も
輝いているポップスの数々
を存分にお楽しみください。

　３月３日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定　一般5,500円
　　　　　（友の会会員は5,200円）当日は500円増
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　２月22日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売日　友の会　12月17日（土）
　　　　　　　　　一　般　12月24日（土）

■第８回ミュージック ア・ラ・カルト
　〜みんなで心に灯

とも

そう希望の光〜
　市民プラザ交流サロンで毎月開催している ｢サロ
ンコンサート｣ の出演者によるステージです。

　12月24日（土）　開演19：00（開場18：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　太田博章 WITH Naho and Lisa、チェ

リーブラッサム、ミィコ、フリーサウン
ドオーケストラ

◇入場料　全席自由　一般500円、ペア800円､
　　　　　高校生以下無料
◇一時保育　12月14日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　１月７日（土）
　　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会ほか
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円、高校生以下300円
◇一時保育　12月22日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第13回プラザ寄席「ふれ愛亭」

　１月21日（土）・22日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　21日（土）10：00〜｢野火」
　　　　　　　　　13：30〜｢細雪」
　　　　　22日（日）10：00〜｢おとうと」
　　　　　　　　　13：30〜｢東京オリンピック」
◇入場料　１作品500円（全作品共通１回限り有効）
　　　　　１日券800円
◇一時保育　1月12日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■プラザ　シネマ・シネマ
　昭和の鬼才･市川 崑監督の名作をお届けします。
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平成23年11月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

12月の主な行事
DECEMBER

平成23年

₁₄（水）
₁₅（木）
₁₆（金）
₁₇（土）第35回サロンコンサート（13：30～豊岡市民プラザ）

₁₈（日）田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
第４回村芝居まつり

（14：00～豊岡市民プラザ）
クリスマスジャズコンサート

（19：00～道の駅｢神鍋高原｣内）

₁₉（月）
₂₀（火）消防団年末警戒（市内全域、～30日）
₂₁（水）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）
₂₂（木）絵本の読み聞かせと折り紙 （10：30～城崎子育てセンター）

子育てミニ講話
 （10：30～日高子育てセンター）

₂₃（金）天皇誕生日とよおか・シネマオアシスvol.７「カーズ２」
（14：00～市民会館）

₂₄（土）かにサンタのクリスマスイベント（11：00～JR城崎温泉駅前）
第８回ミュージック　ア・ラ・カルト

（19：00～豊岡市民プラザ）

₂₅（日）
₂₆（月）
₂₇（火）みんなで大掃除（10：30～竹野子育てセンター）
₂₈（水）
₂₉（木）
₃₀（金）年末年始は但馬ドームで過ごそう（10：00～県立但馬ドーム、～平成24年１月１日）

₃₁（土）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
88,280人（－43人） 42,258人（－27人） 46,022人（－16人） 32,487世帯（－2世帯）

₁（木）第24回企画展「戦い―古代の武器・武具―」（但馬国府・国分寺館、～6日）
伊藤清永生誕100年記念　画家のアトリエ
展（伊藤清永美術館、～平成24年２月26日）
第55回企画展「但東とモンゴルとの交流～
シルクが結ぶ25年～」（日本・モンゴル民族
博物館、～平成24年１月17日）

₂（金）
₃（土）ドラマリーディング体験講座　サロンde読みしばい（14：00～豊岡市民プラザ）

₄（日）豊岡市中央公民館市民総合講座「石仏と史跡めぐりハイキング」（9：00～田結など）
パパと遊ぼうD

デ ー

AY！
（10：30～日高子育てセンター）

₅（月）コンテンポラリーダンス・ワークショップ「トリプルプログラム2011」
（19：00～豊岡市民プラザ、～６日）

₆（火）クリスマス会（10：00～竹野子育てセンター）
₇（水）わらべうた＆製作（10：30～出石子育てセンター）

₈（木）くらしの安全安心講座（10：30～城崎子育てセンター）
第25回企画展「但馬国府と深田遺跡」
（但馬国府・国分寺館、～平成24年２月28日）

₉（金）ふるさと但馬学生フェア（14：00～じばさん但馬）

₁₀（土）パパと遊ぼうデー（10：30～竹野子育てセンター）
パパと遊ぼうデー

（10：30～出石子育てセンター）
コウノトリ野性復帰学術研究発表会

（13：00～市民会館）
市民ふれあいの集い　パート２

（13：00～市民会館）

₁₁（日）
₁₂（月）
₁₃（火）

▼
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の
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ー
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ン
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来
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の
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き
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但東地域を巡る
日出神社本殿

農村歌舞伎舞台

　但東地域は市域の東端に位置し、隣接する福知山市など、峠を越えた京都府との共通した特徴を
持つ文化財が多くあります。

【表紙写真】11月13日、ラムサール条約湿地候補地エリアを歩く｢ラムあるき３｣を開催し、３０人が参加しました。雲海を眼下に、
円山川下流域エリアを一望しようと、朝５時に集合し、来日山中腹から懐中電灯を片手に林道を進行。山頂に到着した参加者
は、壮大な雲海とはいかないまでも、ご来光を目の当たりにし、広大な景色に感嘆の声を上げていました。

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

「但東の文化財」

歴史 探訪
～文化財を巡る～29

▲日出神社境内の農村歌舞伎舞台（左が本殿）

▲唐川・岡神社の農村歌舞伎舞台での公演

▲佐田・地蔵堂内の庚申塔
※太字で記載している箇所は、これまでに紹介した文化財です。

語句の解説
・柿葺
・庚申信仰

・青面金剛


